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令和３年度  財政状況の公表（令和４年３月31日時点）

財　政

歳
　
　
　
入

5億

7億

3億

1億

歳
　
　
　
出

5億

7億

3億

1億

その他の内訳：議会費、労働費、商工費、消防費、予備費

会　計　区　分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
国民健康保険特別会計 8 億 8,663 万円 8 億 1,504 万円 91.9％ 7 億 6,164 万円 85.9％
診療所特別会計 7,420 万円 6,171 万円 83.2％ 6,610 万円 89.1％
介護保険特別会計 7 億 6,551 万円 6 億 6,426 万円 86.8％ 6 億 4,476 万円 84.2％
後期高齢者医療特別会計 8,708 万円 6,513 万円 74.8％ 7,648 万円 87.8％
温泉開発事業特別会計 7,671 万円 4,102 万円 53.5％ 3,632 万円 47.3％
農業集落排水事業特別会計 1 億 445 万円 5,750 万円 55.1％ 8,107 万円 77.6％
下水道事業特別会計 2 億 5,014 万円 1 億 4,582 万円 58.3％ 2 億 3,104 万円 92.4％

区　分 予算現額 執行額 執行率
収益的収入 1 億 2,452 万円 1 億 2,755 万円 102.4%
収益的支出 1 億 2,668 万円 1 億 947 万円 86.4%

区　分 予算現額 執行額 執行率
資本的収入 9,074 万円 5,154 万円 56.8%
資本的支出 1 億 3,827 万円 9,033 万円 65.3%

一　般　会　計 34 億 6,555 万円
診療所特別会計 8,939 万円
温泉開発事業特別会計 630 万円
農業集落排水事業特別会計 1 億 7,913 万円
下水道事業特別会計 7 億 293 万円
上水道事業会計 4 億 5,797 万円

区　　分 現　在　高

行政財産 土　地 305,903㎡
建　物 52,518㎡

普通財産
宅　地 73,692㎡
その他 15,135,073㎡
建　物 623㎡

有価証券 134 万円
債券（貸付金） 85,991 万円
出資による権利 3,114 万円
基金（土地） 10,000㎡
基金（現金） 35 億 6,662 万円

◆総務課財政係　☎２１４―９２４３

一般会計予算執行状況一般会計予算執行状況

特別会計予算執行状況特別会計予算執行状況

企業会計　上水道事業会計予算執行状況企業会計　上水道事業会計予算執行状況

村債の残高村債の残高

村有財産の状況村有財産の状況

収入済額収入済額…… 42億 1,337万円42億 1,337万円
収入率収入率………… 85.6％85.6％

予算額49億 2,085万円
〈令和２年度 繰越明許費を含む〉

支出済額支出済額…… 35億 7,415万円35億 7,415万円
執行率執行率………… 72.6％72.6％

その他の内訳：地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、法人事業税交付金、地方消費税交付金、
環境性能割交付金、地方特例交付金、交通安全対策特別交付金、分担金及び負担金、財産収入、寄附金、繰入金、諸収入

…予算額
…執行額

区　 分 村　税 地方交付税 国庫支出金 県支出金 使用料及び手数料 繰越金 村　債 その他
予 算 額 7 億 626 万円 20 億 9,358 万円 5 億 9,425 万円 3 億 1,250 万円 6,611 万円 2 億 7,588 万円 4 億 290 万円 4 億 6,937 万円 
収入済額 6 億 6,380 万円 21 億 2,185 万円 4 億 7,241 万円 1 億 2,575 万円 6,303 万円 2 億 7,588 万円 7,830 万円 4 億 1,235 万円 
収 入 率 94.0% 101.4% 79.5% 40.2% 95.3% 100.0% 19.4% 87.9%

区　 分 総務費 民生費 衛生費 農林水産業費 土木費 教育費 公債費 その他
予 算 額 5 億 8,311 万円 11 億 2,807 万円 4 億 896 万円 5 億 5,689 万円 6 億 1,687 万円 4 億 5,070 万円 3 億 8,847 万円 7 億 8,778 万円 
支出済額 3 億 4,764 万円 9 億 1,035 万円 3 億 5,969 万円 3 億 902 万円 3 億 7,366 万円 3 億 4,445 万円 3 億 8,835 万円 5 億 4,099 万円 
執 行 率 59.6% 80.7% 88.0% 55.5% 60.6% 76.4% 100.0% 68.7%

村では、村財政について関心を持ちご理解をいただくため、財政状況を年２回公表しています。
今回は、令和４年３月31日時点の予算執行状況や村債の残高についてお知らせします。
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令
和
３
年
度
高
山
村
ふ
る
さ
と
景
観
育
成

寄
附
金
の
受
入
及
び
活
用
状
況

財　

政

　

村
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
「
後
世

に
受
け
継
ぐ
べ
き
高
山
村
の
風
景
を
一

緒
に
守
り
育
て
た
い
」
と
い
う
思
い
を

形
に
す
る
た
め
、
村
の
景
観
育
成
事
業

に
賛
同
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
か
ら
ご
寄

附
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

平
成
29
年
10
月
か
ら
は
、
返
礼
品
を

伴
う
ふ
る
さ
と
納
税
の
受
付
を
開
始
し
、

全
国
の
皆
さ
ま
か
ら
の
寄
附
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
中
に
お
け
る
、
ふ
る
さ

と
景
観
育
成
寄
附
金
の
受
入
及
び
活
用

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

遊休荒廃農地対策事業

寄
附
金
の
受
入
状
況

寄
附
金
の
受
入
状
況

　

ふ
る
さ
と
景
観
育
成
寄
附
金
と
し
て
、

延
べ
３
千
89
人
、
総
額
４
千
１
１
９
万

２
千
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

返
礼
品
を
伴
わ
な
い

返
礼
品
を
伴
わ
な
い

寄
附
者
の
ご
芳
名

寄
附
者
の
ご
芳
名

鈴
木　

憲
子　

様
（
埼
玉
県
）

　

お
名
前
は
、
ご
本
人
に
承
諾
を
得
て

掲
載
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
返
礼
品
の

贈
呈
を
伴
う
寄
附
者
の
方
に
つ
い
て
は

掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

寄
附
金
の
活
用
状
況

寄
附
金
の
活
用
状
況

　

令
和
３
年
度
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
い

た
４
千
１
１
９
万
２
千
円
と
、
繰
越
分

１
５
８
万
２
千
円
を
合
わ
せ
た
４
千
２

７
７
万
４
千
円
の
う
ち
４
千
58
万
４
千

円
を
各
種
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

使途指定事業別寄附金の状況
山里の原風景の保全・育成 228 万円

森林景観の整備 138 万 1 千円

農村景観の保全・育成 74 万 7 千円

景観育成活動・団体等への
支援 50 万 4 千円

山里の原風景や農村景観を
保全するための人材育成 163 万 7 千円

指定なし 3,464 万 3 千円

合　計 4,119 万 2 千円

寄附金の主な活用事業
山里の原風景の保全・育成 日本で最も美しい村連合事業 278 万円

森林景観の整備 森林病害虫防除事業
林道維持管理事業 1,036 万 4 千円

農村景観の保全・育成 地力増進施設事業
中山間地域直接支払交付金 2,338 万円

景観育成活動・団体等への支援 遊休荒廃農地対策事業
景観形成事業 88 万円

山里の原風景や農村景観を保全する
ための人材育成

小学校教育振興備品購入事業
中学校教育振興備品購入事業 318 万円

翌年度へ繰越 219 万円

再生前再生前

再生後再生後

　

な
お
、
寄
附
金
の
総
額
か
ら
令
和
３

年
度
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
金
額

を
差
し
引
い
た
残
額
２
１
９
万
円
に
つ

い
て
は
、
基
金
残
高
と
し
て
繰
越
し
、

令
和
４
年
度
以
降
の
景
観
育
成
事
業
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
村
で
は
、
今
後
も
村
内
事
業
者
の
ご

協
力
を
得
て
、
村
の
魅
力
を
拡
げ
る
た
め

多
く
の
返
礼
品
を
出
品
し
、
貴
重
な
財
源

の
確
保
と
と
も
に
、
村
の
発
展
に
つ
な
が

る
事
業
に
充
当
し
て
ま
い
り
ま
す
。

返
礼
品
を
募
集
し
て
い
ま
す

返
礼
品
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

全
国
の
皆
さ
ま
に
寄
附
を
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
は
、
村
の
魅
力
を
発
信
す

る
種
類
豊
富
な
返
礼
品
を
出
品
す
る
こ

と
が
大
変
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
村
で
は
次
の
条
件
に
合

う
返
礼
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
村
内

の
事
業
者
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
返
礼
品
の
条
件

◦
村
の
魅
力
の
発
信
や
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
も
の

◦
村
内
で
生
産
、
製
造
ま
た
は
加
工

等
さ
れ
た
も
の

◦
村
内
で
宿
泊
や
体
験
が
で
き
る
も
の

　

返
礼
品
を
ご
提
供
い
た
だ
け
る
場
合

は
、
総
務
課
企
画
政
策
係
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◆
総
務
課
企
画
政
策
係

　

☎
２
１
４
―
２
２
６
３
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高
山
村
空
き
家
バ
ン
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

蕨
温
泉
ふ
れ
あ
い
の
湯

来
場
者
４
０
０
万
人
達
成
し
ま
し
た

住　

宅

観　

光

　

村
で
は
、
村
内
の
空
き
家
の
有
効
活

用
を
促
進
し
、
高
山
村
へ
の
移
住
・
定

住
の
促
進
や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
「
高
山
村
空
き
家
バ
ン
ク
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
を「
売
り
た
い
」「
貸
し
た
い
」

方
に
物
件
を
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
に
登

録
し
て
い
た
だ
き
、
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
空
き
家
の
情
報
を
公
開
し
て
い

ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
蕨
温
泉
ふ
れ
あ
い
の
湯

を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

開
場
か
ら
34
年
目
の
ふ
れ
あ
い
の
湯

で
は
、
４
月
29
日（
金
・
祝
）午
後
２
時

48
分
に
来
場
者
４
０
０
万
人
を
達
成
し

ま
し
た
。

　

式
典
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を
鑑
み
、
少
人
数
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　

４
０
０
万
人
目
の
利
用
者
で
あ
る
増

田
さ
ん
（
静
岡
県
在
住
）
か
ら
は
「
と

て
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
今
は
亡
き

祖
母
、
母
と
の
思
い
出
の
温
泉
な
の
で

嬉
し
く
思
い
ま
す
。」
と
喜
び
の
コ
メ

ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

村
は
空
き
家
の
利
用
に
関
し
て
、
一

般
社
団
法
人
長
野
県
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
長
野
支
部
と
提
携
し
て
い
ま
す
の

で
、
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
地

元
不
動
産
会
社
の
仲
介
に
よ
り
交
渉
す

る
こ
と
と
な
る
た
め
、
安
心
し
て
ご
相

談
い
た
だ
け
ま
す
。

　

空
き
家
を
売
却
し
た
い
、
ま
た
は
賃

貸
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
「
空
き
家
バ

ン
ク
」
に
登
録
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

◆
定
住
支
援
室
定
住
支
援
係　

☎
２
１
４
―
９
２
９
８

居
住
の
た
め
の
住
居
を
さ
が
し
て
い
る
　
空
き
家
　
利
用
希
望
者

⑧契約成立の通知

①空き家登録申込み

③利用登録申込み

村HP等でPR

②空き家登録通知

②空き家情報登録

④登録通知

⑥詳細情報提供

⑤情報の照会

仲介事業者
（一般社団法人長野県宅地
建物取引業協会長野支部）

区長

⑦仲介等
売買・賃貸交渉

⑦仲介等
売買・賃貸交渉

高山村空き家バンク事業

空
き
家
を
、売
り
た
い
・
貸
し
た
い
　
空
き
家
　
所
有
者

高
山
村
空
き
家
バ
ン
ク

⑧⑧協定・契約成立の通知協定・契約成立の通知

式典の様子

　

な
お
、
４
０
０
万
人
目
の
利
用
者
の

方
と
そ
の
前
後
の
方
に
は
、
村
か
ら
記

念
品
を
贈
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
蕨
温
泉
ふ
れ
あ
い
の
湯
の
ご

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
９
６
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住　宅

村営住宅の入居者を募集します
１ 住宅の詳細１ 住宅の詳細

No. 名　称 所在地 募集
戸数 建物構造等 家  賃 敷　金 その他

①
地域優良住宅
原宮Ｅ棟

（UJ Iターン専用）

大字中山
4368-2 １

木造２階建て　1 戸　87.63㎡
１Ｆ：ＬＤＫ（14 帖）、トイレ、脱衣室、
　　　浴室、外物置
２Ｆ：洋室３室（６帖）、バルコニー
駐車場（普通車２台分）

５万円
（月額）

10 万円
（家賃の
２か月分）

ペットの
飼育は不可

② 地域優良住宅
桝形Ｂ棟

大字中山
2108-1 １

木造２階建て　１戸　87.45㎡
１Ｆ：ＬＤＫ（11 帖）、洋室（８帖）、
　　　トイレ、脱衣室、浴室
２Ｆ：洋室２室（８帖、７帖）、バルコニー
駐車場（普通車２台分）

５万円
（月額）

10 万円
（家賃の
２か月分）

ペットの
飼育は不可

２ 入居者の選定方法２ 入居者の選定方法
入居資格等を審査のうえ、申し込み多数の場合は抽選とします。

３ 入居申込資格３ 入居申込資格
次のすべての条件を満たす方です。
①自ら居住するための住宅を必要とする方で、高山村に定住することを希望し、入居決定後速やかに高山村に住

所を定めることができる方。
②月額所得が、38 万 7 千円以下の方　
　月額所得の計算方法は、役場定住支援室窓口または村ホームページの募集要綱をご覧ください。
③世帯要件等（現に同居し、または同居しようとする親族がある者で、次のいずれかに該当する世帯）
　ア　ＵＪＩターン者……村外から転入する世帯
　イ　子育て世帯…………18 歳未満の者と同居する世帯
　ウ　若年世帯……………夫婦のいずれかが 40 歳未満である世帯
　エ　高齢者世帯…………申込者または配偶者が 60 歳以上の世帯
　オ　障がい者等世帯……申込者または同居の方が一定の障がい等がある方

４ 申込期間等４ 申込期間等
▶申 込 期 間　５月 10 日㈫～５月 25 日㈬
▶抽　選　日　５月 27 日㈮
▶入居可能日　６月１日㈬（予定）

５ 申込方法５ 申込方法
定住支援室窓口に備え付けの「高山村営住宅入居申込書」に必要事項を記入
し、次の書類を添付のうえ、お申し込みください（申込用紙は村ホームページ

［https://www.vill.takayama.nagano.jp/］からもダウンロードできます）。
①入居を予定する方全員の所得を証明するもの（所得証明書）
②入居を予定する方全員の市町村税等に滞納がないことの証明書（納税証明書）
③入居しようとする方全員の住民票
これらの添付書類は、現在お住まいの市町村で交付が受けられます。

６ その他６ その他
入居者決定後、連帯保証人が必要となります。

◆定住支援室定住支援係　☎２１４―９２９８

地域優良住宅　原宮Ｅ棟

地域優良住宅　桝形Ｂ棟
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６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す

消
防
・
防
災

　

毎
年
こ
の
時
期
は
、
全
国
各
地
で
梅

雨
前
線
に
伴
う
豪
雨
や
台
風
な
ど
に
よ

る
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
日

頃
か
ら
の
備
え
が
重
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
次
の
点
に
つ
い
て
、

家
族
全
員
で
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

危
険
箇
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

危
険
箇
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

村
内
に
は
、
土
石
流
や
急
傾
斜
地
の

崩
壊
な
ど
に
よ
り
人
家
や
公
共
施
設
に

被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
土
砂
災
害

特
別
警
戒
区
域
（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）
が
、

76
箇
所
あ
り
ま
す
。

　

区
域
の
詳
細
は
、
各
世
帯
に
配
布
さ

れ
て
い
る
「
高
山
村
防
災
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

梅
雨
時
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
時

と
し
て
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
い
わ
れ
る
よ
う

な
激
し
い
雨
に
な
る
場
合
が
あ
り
、
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

土
砂
災
害
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
家
の
周
り

の
危
険
箇
所
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
家
族
と
話
し

合
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

気
象
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

気
象
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

長
野
地
方
気
象
台
か
ら
は
、
大
雨
警

報
や
注
意
報
な
ど
の
ほ
か
、
さ
ら
に
災

害
発
生
の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
場
合
は
、

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
か
ら
の
気
象
情
報

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
村
防
災
無
線

か
ら
の
防
災
情
報
に
は
特
段
の
注
意
を

お
願
い
し
ま
す
。

避
難
準
備
・
避
難
行
動
に
つ
い
て

避
難
準
備
・
避
難
行
動
に
つ
い
て

　

大
雨
警
報
や
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が

発
表
さ
れ
た
時
は
、
避
難
場
所
や
避
難

経
路
の
確
認
を
行
い
、
家
の
周
り
の
状

況
に
注
意
を
し
て
避
難
を
始
め
て
く
だ

さ
い
。

　
「
急
に
川
の
水
が
真
っ
黒
に
濁
っ

た
。」「
山
鳴
り
が
す
る
。」「
裏
山
か
ら

小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち
て
い
る
。」
な

ど
、
い
つ
も
と
違
う
状
況
を
発
見
し
た

場
合
や
、「
危
な
い
！
」
と
身
の
危
険
を

感
じ
た
時
は
、
た
め
ら
わ
ず
に
早
め
に

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

自
主
防
災
組
織
で

自
主
防
災
組
織
で

協
力
し
て
避
難
し
ま
し
ょ
う

協
力
し
て
避
難
し
ま
し
ょ
う

　

出
水
期
前
に
、
村
か
ら
配
布
さ
れ
る

土
の
う
袋
と
砂
を
活
用
し
、
区
民
で
土

の
う
を
用
意
す
る
な
ど
、
日
頃
か
ら
防

災
活
動
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
災
害
の
発
生
に
よ
り
避
難
す

る
場
合
は
、
隣
近
所
で
声
を
掛
け
合
い

早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

◆
建
設
水
道
課
建
設
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
９
７

◆
総
務
課
危
機
管
理
防
災
係

　

☎
２
１
４
―
２
２
６
３

避難する時、避難行動で大切なことは、冷静に行動すること。
パニックに陥らないよう、あらかじめ何をすべきか考えておこう。

大雨が予想される場合
● 報情象気のらか台象気、合場るれさ想予が雨大るよに滞など停の線前雨梅や近接の風台
や村からの警戒情報に注意する。

大雨警報
高山村

土砂災害警戒情報

気象警報等が発令された場合
● らか村、はてっよに況状。すまれさ令発が報警雨大に合場るあがれおその害災るよに雨大
避難準備・高齢者等避難開始も発表されますので、土砂災害警戒区域や浸水想定区域内
の住民は、早めの避難を検討する必要があります。
● 表発が報情戒警害災砂土に合場るあが険危の生発害災砂土にらさ、れさ表発が報警雨大
されます。村からは特定の区域に避難情報等を発令する場合がありますので、避難対象
区域や土砂災害警戒区域の住民は、より安全な場所への避難が必要となります。

避 　 難 　 行 　 動

● ュリは品出持常非、は際の難避
ックに入れ、ヘルメット等を着
用し、動きやすい服装、長靴で
はなく、履きなれた靴をはく。

● 浸水している場合は、棒などを使って
地面を探りながら避難。

● 大雨で増水しているときは、河川や用
水路を避け、安全な避難経路をとる。

●河川の氾らん
や浸水が想定
される場合は、
河川から離れ、
避難所や高台
等の安全な場
所に避難する。
（水平避難）

●避難所や高台等に避難ができない場合は、
近隣の丈夫な建物や自宅の２階以上に避
難する。（垂直避難）

●50cm以上の水深（大
　人のひざ丈）で浸水が
　発生している場合は、
　無理に避難しない。
●大雨や河川の増水時
　に河川・田んぼを見に
　行かない！

●山等の斜面で、災害の前兆現象（斜面にひび割れが生じ
　る。小石が落ちてくる。土のにおいがする。斜面から水
　が湧き出る。湧水が濁る。地鳴りが聞こえる。）がみられ
　たら、速やかに安全な避難所等に避難する。
●土砂災害警戒区域に居住しており、避難情報等が発令
　された時点で、既に大雨で避難ができない場合は、屋内
　でも上階の谷側に退避する。

土砂災害の種類と予防策 自らの命、家族の命を守るために！風水害への備え（防災気象情報を入手しましょう）
土砂災害は、最も注意しなければなりません。普段と変わった現象→すぐに避難を！ 水害や土砂災害から自らの命、家族の命を守るために！いつ、どこに、どうやって

避難したらいいの？

警戒レベルに応じた避難行動をとりましょう
　高山村では、災害が発生した時、または発生するおそれがある場合に、避難に関する情報を発令します。な
お、水害・土砂災害の場合には、下記のとおり、「警戒レベル」を付け加えてお知らせします。（村から警戒レベ
ル3または警戒レベル4が発令された地域にお住まいの皆さんは、速やかに避難してください）

警戒レベル 避難情報等 名称変更後
（令和3年に変更予定） 避難行動等

警戒レベル
［村が発令］
災害発生情報

注：必ず発令されるもの
　 ではありません

既に災害が発生している状況です。
命を守るための最善の行動 をとりましょう。
避難中の人は、大至急、近くの安全な場所
に緊急に避難しましょう。

大雨特別警報に相当
5

命を守る行動

警戒レベル
土砂災害警戒情報に相当

4 速やかに危険な場所から避難先へ避難し
ましょう。公的な避難所までの移動が危険
と思われる場合は、近くの安全な場所や、
自宅内のより安全な場所に避難しましょう。全員避難

警戒レベル
大雨・洪水警報に相当

3
高齢者等は避難

避難準備・
高齢者等
避難開始
［村が発令］

避難に時間を要する人（ご高齢の方、障
がいのある方、乳幼児等）とその支援者
は避難しましょう。その他の人は、避難の
準備を整えましょう。

警戒レベル2
大雨・洪水注意報等

避難に備え、ハザードマップ等により自らの避難行動を確認しましょう。

災害への心構えを高めましょう。警戒レベル1
早期注意情報

避難勧告・
避難指示
（緊急）
［村が発令］

緊急安全
確保

避難指示

高齢者等
避難

適時適切な避難を行うために、家族や地域で確認しましょう。

●高山村が作成するハザードマップを見て、河川が氾らんした場合には何ｍ浸水して
しまうのか、土砂災害が起こりやすい場所ではないか等、自宅や学校・職場等のよ
く立ち入る場所には、どのような危険があるのか確認しましょう。
●高山村が指定する避難所と避難場所を確認し、そこまでの経路や移動手段につい
て考えておきましょう。
●ホームページ等で危険性や避難場所の確認ができない場合は、村役場までお問い
合わせください。

ステップ1 自宅や学校・職場には、どのような危険があるのか確認しましょう。

●高山村から発令される避難情報には、以下のものがあります。

ステップ2 高山村から発令される避難情報について確認しましょう。

大雨情報をキャッチしたら、
我が家で安全対策を始めましょう。

大雨情報をキャッチ！
こんなときの

わが家の安全対策。

大雨情報をキャッチ！
こんなときの

わが家の安全対策。

大雨や強風はわたしたちに何度も大きな災害をもたらしています。
ふだんから気象情報に十分注意し、避難の際もみんなで協力しましょう。

まずは、
確実な情報が大事！
その次に迅速な対応！

雨の強さと降り方
災害発生状況予報用語 人の受けるイメージ1時間雨量(ミリ)

10～20

20～30

30～50

50～80

80～

やや強い雨

強い雨

激しい雨

非常に激しい雨

猛烈な雨

ザーザーと降る。

どしゃ降り。

バケツをひっくり返したように降る。

滝のように降る。(ゴーゴーと降り続く。)

息苦しくなるような圧迫感がある。恐怖を感ずる。

側溝や下水、小さな川があふれ、小規模の崖崩れが始まる。

山崩れ・崖崩れが起きやすくなり、危険地帯では避難の
準備が必要。
マンホールから水が噴出する。土石流が起こりやすい。
多くの災害が発生する。
雨による大規模な災害が発生するおそれが強く、厳重な
警戒が必要。

この程度の雨でも長く続くときは注意が必要。

大雨注意報・警報の発表基準

大雨によって災害が起こるおそれがあると予測
される場合。

大雨注意報大雨注意報

●1時間に降雨量30mm以上
　または3時間に降雨量60mm以上
●土壌雨量指数基準70

雨量基準
※土壌雨量指数基準とは、
土壌中に貯まっている雨
の量を土壌浸透や流出
等を用いて計算した指数

大雨によって重大な災害が起こるおそれが
あると予測される場合。

大雨警報大雨警報

●1時間に降雨量50mm以上
●土壌雨量指数基準101

雨量基準
※土壌雨量指数基準とは、
土壌中に貯まっている雨
の量を土壌浸透や流出
等を用いて計算した指数

土砂災害警戒情報
大雨による土砂災害発生の危険度が高まった時、村長が避難勧告等を発令する際の判断や住民の自主避難
の参考となるよう、長野県と気象庁が共同で発表する情報。

大雨特別警報の基準

台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨となる大雨が予想され、若しくは、数十年に一度の強度の台風
や同程度の温帯低気圧により大雨になると予想される場合。

大雨特別警報の発表基準

非常時持出品の準備＆チェック 避難の心得！！ 災害時の感染症対策 マイ・タイムライン（わが家の避難行動計画）
いざというときすぐに持ち出せるように、日ごろから準備・点検しておきましょう。

非常時持出品（例）

非常用備蓄品（例）

□ ラジオ
□ 電池（多めに用意）

□ 持病薬
□ 傷薬
□ 風邪薬
□ 鎮痛剤

□ 絆創膏
□ 包帯
□ 胃腸薬
□ お薬手帳

□ 現金
□ 印鑑
□ 健康保険証

□ 預金通帳
□ 免許証
□ 権利証書

□ 懐中電灯
　 （出来れば一人にひとつ）
□ 電池（多めに用意）

火を通さないで食べられるもの、食器など

□ カンパン
□ 非常用食品
□ 缶切り
□ 紙皿
□ 水筒

□ 缶詰
□ ミネラルウォーター
□ 栓抜き
□ 紙コップ
□ 割箸等

□ 衣類（下着・上着など）
□ 女性用品
□ 離乳食
□ ウェットティッシュ
□ ヘルメット
□ ラップフィルム
　 （止血や食器にかぶせる）
□ 防寒具（時季による）

□ タオル
□ 粉ミルク
□ 紙おむつ
□ 雨具
□ ライター
□ 防災マップ（本書）

□ 飲料水としてペットボトルや
　 缶入りのミネラルウォーター
　 (1人1日3リットルを目安に）
□ 貯水したポリタンクなど

□ お米（アルファ米も便利）
□ 缶詰・レトルト食品
□ 梅干し・調昧料など
□ ドライフーズ・チョコレート・アメ
　 （菓子類など）

□ 卓上コンロ
□ ガスボンべ
□ 固形燃料

□ 生活用水（風呂・洗濯機などに貯水）
□ 毛布・寝袋・洗面用具・ドライ
　 シャンプーなど
□ 調理器具（なベ・やかんなど）
□ バケツ・各種アウトドア用品など

「ローリングストック法」とは
非常時に備えて、家庭においても、1週間分の水と食料を
備蓄することが重要ですが、保管しておいた非常食の賞味
期限がいつの間にか切れていたという経験があるのでは
ないでしょうか。
ローリングストック法は、定期的（1カ月に1、２度）に食べ
て、食べた分を買い足し備蓄していく、その名のとおり、
食べながら（ローリング）備蓄（ストック）する方法です。

1 備える
ベースとなる3日分の非常食
を用意する。さらにもう2食分
を非常用ケースに。

2 食べる
1ヶ月に1回程度、日を決めて
非常食1食分を食べる。

4 食べなれたものを常備！
最初に用意した非常食は全て
消費し、買い足した非常食と
そっくり入れ替わる。

3 買い足す
食べたら、1食分を買い足して
補充する。

非　常　食　品 そ　の　他

燃　料非常食品 そ  の  他飲  料  水

携帯ラジオ 救急医療品 貴  重  品 懐中電灯

事前に準備出来ているか、チェック □ しましょう。✓

災害復旧までの数日間（最低3日）を生活できるようにチェック □ しましょう。
※最近では、7日間の非常食の備蓄を推奨しています。

✓

●明るいうちに　　●暴風になる前に
●異常を発見したら（がけ崩れの兆候、 河川付近では水位の上昇など）

避難する
タイミング

●「お手伝いしましょうか」などと
大きな声でゆっくり話しましょう。
●杖を持っていない側にまわり、
ひじのあたりを軽く持ち、半歩
前をゆっくりと歩きましょう。

目の不自由な方には

□
□
小
学
校
へ

避
難
し
て
下
さ
い
。

●話すときは近くまで寄って相手
にまっすぐ顔をむけて口を大き
くはっきりと動かしましょう。
●紙に書いたり、身振りなどで情
報をわかりやすく伝えましょう。

耳が不自由な方には

●複数の人で協力しましょう。
●緊急の際は、ヒモなどでおぶっ
て避難しましょう。
●車いすの場合は必ず3人以上で協
力し、上がるときは前向き、下がる
ときは後ろ向きで避難しましょう。

体の不自由な方には
寝たきりの方には

●特に一人暮らしのお年寄りの方
には普段から気を配りましょう。

一人暮らしのお年寄りの方には

体の不自由な方や高齢者等は避難することが困難であったり、避難に時間が
かかることがあるため、地域の皆さんで協力して助け合いましょう。要配慮者への協力を

新型コロナウイルス等の感染症が収束しない中でも、災害時においては、
危険な場所にいる人は避難することが原則 です。
村民一人ひとりが「自らの命は自らが守る」意識を持ち、災害時には次の「避難に
関するポイント」を参考に、適切な避難行動をとるよう心掛けましょう。

● 避難とは「難」を「避」けること。
　 安全な場所にいる人まで避難場所に行く必要は
ありません。

● 避難先は、村が指定する避難場所のみではありません。
　 安全な親戚・知人宅に避難することも考えてみ
ましょう。

● 避難所に避難する場合は、マスク・消毒液・体温計を
できるだけ、自ら携行してください。

● 豪雨時の屋外の移動は車も含めて危険です。やむをえ
ず車中泊をする場合は、浸水しないよう周囲の状況等
を十分確認してください。

避難に関するポイント

新型コロナウイルス等の感染症対策で
非常時持出品に加えたいもの

①マスク
②アルコール消毒液
③ハンドソープ・固形石けん（※家族又は自分
用を持参し、避難所では共用しないこと）

④使い捨てのビニール手袋（ドアノブ等、多くの人
が触れるものからの接触感染を防ぐため）

⑤使い捨てのビニールエプロン又はゴミ袋（避
難所運営に協力する際に使用）

⑥体温計（村で用意できない可能性もあるため、
使い慣れたものを持参すること）

⑦ティッシュ、ウェットティッシュ、ペーパータオル、ポリ袋（可能な限り多めに準備）
⑧携帯トイレ（トイレは我慢しないこと。避難所のトイレが使えない場合に備える）

マイ・タイムラインは、河川の氾らんが起きそうな時に、余裕をもって逃げるために事前に考え
ておく、一人ひとりの生活に合ったオリジナルの避難行動計画です。
事前に考えて作っておくと、いざという時に慌てずに行動することが出来るので、逃げ遅れを防
ぐ効果が期待されます。

大 雨

数日から約1日
程度前

大雨の可能性が
高くなる

半日～数時間前
大雨始まる

強さ増す

数時間前～
2時間程度前

大雨が一層
激しくなる

広い範囲で
数十年に
一度の大雨

避難行動計画
気象庁が発表する情報

土砂災害 浸水害 洪　水　害

ひ
と
り
ひ
と
り
の
生
活
に
合
っ
た

行
動
計
画
を
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う

洪水注意報

洪
水
警
報

大雨特別警報に相当

警戒レベル5
命を守る行動

土砂災害警戒情報に相当

警戒レベル4
全員避難

大雨・洪水警報に相当

警戒レベル3
高齢者等は避難

大雨注意報

大
雨
警
報（
土
砂
災
害
）

大
雨
警
報（
浸
水
害
）

大
雨
特
別
警
報（
土
砂
災
害
）

大
雨
特
別
警
報（
浸
水
害
）

記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報

土
砂
災
害
警
戒
情
報

防災防災ハザード
マップ
ハザード
マップ

高山村
2021年 保存版

気象情報、雨量・河川情報気象情報、雨量・河川情報
ラジオ

NHK FM 長野　
FM 長野
FM ぜんこうじ

85.7MHz
83.3MHz
76.5MHz

NHK第1　
信越放送（ＳＢＣ）

819kHz
1098kHz

テレビ
日本放送協会（NHK）
長野放送局
CATV 高山村民チャンネル（Goolight）

信越放送（SBC）
長野放送（NBS）

テレビ信州（TSB）
長野朝日放送（abn）

パソコン・携帯電話・電話
気象情報 災害用伝言ダイヤル

雨量・河川情報

長野地方気象台  https://www.jma-net.go.jp/nagano/ NTT  災害時の声の伝言板 １７１

国土交通省　https://www.river.go.jp/ 長野県河川砂防情報ステーション
【携帯電話専用】　http://i.river.go.jp/ 【携帯電話専用】  https://www.sabo-nagano.jp/m/　
全国のリアルタイム雨量・水位などの情報を提供しています。 携帯で土砂災害危険地域を確認できます。

令和3年3月  長野県高山村 〒382-8510  長野県上高井郡高山村大字高井4972　TEL：026-245-1100
 https://www.vill.takayama.nagano.jp/

令和元年 東日本台風（台風第19号）
消防団による水防活動

令和元年 東日本台風（台風第19号）
避難所北部トレーニングセンター

令和元年 東日本台風（台風第19号）
主要地方道 豊野南志賀公園線の道路崩落

イエローゾーン

レッドゾーン

危

　険

　度

低

高

危

　険

　度

低

高

日常食が非常食

国土交通省のサイト「Webでマイ・タイムライン」
（https://www.ktr.mlit.go.jp/river/bousai/mytimeline/）
からも、手軽にタイムラインを作成することができます。

Check!
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地
震
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒
壊
を
防
ぐ
た
め

身
近
な
塀
の
安
全
点
検
を
お
願
い
し
ま
す

消
防
・
防
災

　

古
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
、
劣
化
や
鉄
筋

の
不
足
な
ど
に
よ
り
、
地
震
な
ど
で
倒

壊
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク

塀
等
の
倒
壊
は
、
人
命
を
危
険
に
さ
ら

す
だ
け
で
な
く
、
震
災
後
の
避
難
や
救

助
、
消
火
活
動
等
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
次
の
①
及
び
②
を
参
考

に
劣
化
が
進
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
道

路
に
面
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
耐
震
診

断
、
除
却
、
改
修
工
事
等
を
検
討
し
、

適
切
な
安
全
管
理
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

③
補
助
事
業
の
内
容

③
補
助
事
業
の
内
容

（
１
）
耐
震
診
断
事
業

　

▼
補
助
対
象

耐
震
診
断
は
、
長
野
県
建
築
士
事

務
所
協
会
須
高
支
部
に
登
録
さ
れ

て
い
る
診
断
士
に
よ
っ
て
行
わ
れ

た
診
断
費
用
を
事
業
の
対
象
と
し

ま
す
。

　

▼
補
助
額

耐
震
診
断
に
要
し
た
費
用
の
２
分

の
１
以
内
と
し
、
１
万
円
を
限
度

額
と
し
ま
す
。

①ブロック塀等のチェック箇所①ブロック塀等のチェック箇所

②ブロック塀等のチェックポイント②ブロック塀等のチェックポイント

□１ 基礎の根入れはあるか
　　 コンクリートの基礎は、根入れの深さが 30cm 以上あるか

□２ 塀は高すぎないか
　　 塀の高さは、地盤から 2.2 ｍ以下か

□３ 控え壁はあるか
塀の長さ 3.4 ｍ以下ごとに、塀の高さの５分の１以上突き
出した控え壁があるか

□４ 塀に鉄筋は入っているか
塀の中に直径９mm 以上の鉄筋が、縦横ともに 80cm 間
隔以下で配筋されており、縦筋は壁頂部および基礎の横筋
に、横筋は縦筋にそれぞれに鍵かけされているか。

□５ 塀は健全であるか
　　 塀に傾き、ひび割れはないか

　

な
お
、
耐
震
診
断
や
改
修
工
事
等
に

つ
い
て
は
、
専
門
知
識
を
有
す
る
診
断

士
の
相
談
が
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
村
で

は
③
の
と
お
り
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
点

検
の
内
容
に
応
じ
て
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（
２
）
除
却
事
業

　

▼
補
助
対
象

道
路
に
面
し
、
建
築
基
準
法
施
行

令
に
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合

し
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
で
、
道
路

面
か
ら
の
高
さ
が
１
メ
ー
ト
ル
を

超
え
る
も
の
を
除
却
（
撤
去
）
し

た
経
費
を
事
業
の
対
象
と
し
ま
す
。

　

▼
補
助
額

除
却
に
係
る
経
費
と
基
準
額
（
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
長
さ
×
１
万
８
千

円
／
ｍ
・
基
礎
の
除
却
を
含
ま
な

い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
長
さ
×
１
万
２

千
円
／
ｍ
）
を
比
べ
て
少
な
い
金

額
の
２
分
の
１
以
内
と
し
、
10
万

円
を
限
度
額
と
し
ま
す
。

（
３
）
新
設
事
業

　

▼
補
助
対
象

除
却
事
業
に
よ
っ
て
撤
去
し
た
跡

地
に
新
た
に
設
置
す
る
経
費
を
事

業
の
対
象
と
し
ま
す
。

　

▼
補
助
額

新
設
に
係
る
経
費
と
基
準
額
（
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
長
さ
×
３
万
２
千

円
／
ｍ
・
基
礎
の
設
置
を
含
ま
な

い
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
長
さ
×
１
万
６

千
円
／
ｍ
）
を
比
べ
て
少
な
い
金

額
の
２
分
の
１
以
内
と
し
、
10
万

円
を
限
度
額
と
し
ま
す
。

◆
定
住
支
援
室
定
住
支
援
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
９
８

出典：「地震からわが家を守ろう」
　　　日本建築防災協会 2013.1 より

ひび割れ

厚さ

鉄筋

高さ

コンクリート基礎

控え壁
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住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

無
料
歯
科
検
診
の
お
知
ら
せ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

健　

康

　

国
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
、

様
々
な
困
難
に
直
面
し
た
方
々
に
対
し
、

速
や
か
に
生
活
・
暮
ら
し
の
支
援
を
行

う
観
点
か
ら
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
等

に
対
し
て
、
１
世
帯
あ
た
り
10
万
円
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

▼
支
給
対
象
者

　

①
住
民
税
非
課
税
世
帯

　

基
準
日
（
令
和
３
年
12
月
10
日
）

に
お
い
て
、
村
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
世
帯
全
員
の
令
和
３
年
度
分

の
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ

る
世
帯
。

　

た
だ
し
、
住
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
る
者
の
扶
養
親
族
等
の
み
か

ら
な
る
世
帯
を
除
く
。

　

②
家
計
急
変
世
帯

　

令
和
３
年
１
月
以
降
の
収
入
が

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
て
減
少
し
、
世
帯
全

員
が
住
民
税
非
課
税
相
当
と
な
っ

た
世
帯
。

成
人
歯
周
病
検
診

成
人
歯
周
病
検
診

　

歯
周
病
は
、
糖
尿
病
や
心
臓
病
な
ど

の
生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化
と
関

連
が
あ
り
、
初
期
の
段
階
で
は
自
覚
症

状
が
な
い
こ
と
か
ら
、
定
期
的
に
歯
の

検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

▼
実
施
期
間

　

６
月
１
日
㈬
～令

和
５
年
１
月
31
日
㈫

▼
対
象
者　

　

40
・
50
・
60
・
70
歳
の
村
民

▼
受
診
料

　

無
料

▼
受
診
場
所

　

須
高
管
内
の
指
定
歯
科
医
療
機
関

▼
受
診
方
法

予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
必

ず
電
話
等
で
予
約
し
て
か
ら
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
検
診
内
容

歯
や
歯
肉
の
状
況
、
口
の
中
や
顎あ
ご

の

状
態
、
歯
科
指
導

▼
持
ち
物

受
診
券
、
保
険
証
、
歯
ブ
ラ
シ

あ
る
方
は
、
診
察
券
、
お
薬
手
帳

　

詳
し
く
は
、
５
月
下
旬
に
送
付
す
る

通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

妊
婦
歯
科
健
診

妊
婦
歯
科
健
診

　

妊
婦
さ
ん
と
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
く

る
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
と
口
の
健
康
を
守
る

た
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
実
施
期
間　

　

４
月
１
日
㈮
～

▼
対
象
者　

　

村
内
に
住
所
を
有
す
る
妊
婦

▼
受
診
料

　

無
料

▼
受
診
場
所
・
受
診
方
法
・
健
診
内
容

　

成
人
歯
周
病
検
診
と
同
じ

▼
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
受
診
券
、
保
険
証
、

歯
ブ
ラ
シ

あ
る
方
は
、
診
察
券
、
お
薬
手
帳

◆
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

　

☎
２
４
２
―
１
２
０
２

▼
給
付
額

　

１
世
帯
当
た
り
10
万
円

た
だ
し
、
①
、
②
の
併
給
は
で
き
ま

せ
ん
。

▼
申
請
方
法

　

支
給
対
象
者
①

　

村
か
ら
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
世
帯
へ
確
認
書
を
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認
の
う

え
、
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
保

健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
健
康
福

祉
課
福
祉
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

支
給
対
象
者
②

　

該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
場
合

は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
限

　

９
月
30
日
㈮

　
◆
健
康
福
祉
課
福
祉
係

　

☎
２
４
２
―
１
２
０
１
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花
街
道
整
備
事
業
で

美
し
い
沿
道
景
観
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う

令
和
３
年
度

中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
交
付
金
の
活
動
状
況

令
和
３
年
度

多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
事
業
の
実
施
状
況

景　

観

農　

業

　

春
の
桜
と
新
緑
、
夏
の
避
暑
、
秋
の

紅
葉
な
ど
高
山
村
に
は
数
多
く
の
魅
力

あ
る
地
域
資
源
が
あ
り
、
年
間
を
通
じ

て
多
く
の
皆
さ
ま
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

村
で
は
、
こ
う
し
た
皆
さ
ま
を
心
温

か
く
お
迎
え
す
る
と
と
も
に
住
民
の
皆

さ
ま
が
気
持
ち
よ
く
道
路
を
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
花
に
あ
ふ
れ
た
美

し
い
沿
道
景
観
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
主
要
地
方
道
須
坂
中
野

線
及
び
主
要
地
方
道
豊
野
南
志
賀
公
園

線
の
沿
道
や
バ
ス
停
周
辺
を
中
心
に
、

団
体
・
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
美
し
い
沿
道

景
観
の
整
備
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
美
し
い
沿
道
景
観
整
備
が

さ
ら
に
全
村
に
広
が
る
よ
う
、
区
・
育

成
会
・
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
な
ど
の
団
体
の

皆
さ
ま
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
積
極

的
な
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
植
栽
し
て
い
た
だ
く
花
等
は

村
が
用
意
し
ま
す
の
で
、
花
街
道
整
備

事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
建

設
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金

事
業
」
は
、
急
傾
斜
な
ど
に
よ
り
農
業

生
産
条
件
が
不
利
な
中
山
間
地
域
に
お

い
て
、
美
し
い
農
村
の
景
観
や
農
地
の

保
全
、
水
田
な
ど
が
有
し
て
い
る
水
源

か
ん
養
等
の
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の

活
動
に
支
援
す
る
事
業
で
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、
集
落
ご
と
の

農
地
管
理
方
法
や
役
割
分
担
を
取
り
決

め
た
協
定
を
締
結
し
、
共
同
で
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
に
お
い
て
も
、
こ
の
交

付
金
を
活
用
し
て
、
従
来
か
ら
実
施
し

て
き
た
草
刈
り
、
水
田
周
辺
整
備
や

水
路
管
理
等
の
保
全
管
理
活
動
に
加
え
、

将
来
を
見
据
え
た
担
い
手
の
育
成
、
ホ

タ
ル
公
園
の
整
備
や
電
気
柵
の
張
替
な

ど
、
集
落
の
特
性
を
活
か
し
た
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
」

は
、
農
家
と
非
農
家
の
方
が
、
共
同
で

地
域
の
農
村
の
原
風
景
や
自
然
環
境
を

次
世
代
へ
引
き
継
ぎ
、
美
し
い
村
を
維

持
し
て
い
く
た
め
の
活
動
を
支
援
す
る

事
業
で
す
。

　

令
和
３
年
度
に
お
い
て
も
、
各
活
動

組
織
が
こ
の
交
付
金
を
活
用
し
て
、
農

道
や
水
路
の
施
設
点
検
な
ど
の
維
持
管

理
の
ほ
か
、
環
境
整
備
や
遊
休
農
地
を

利
用
し
た
景
観
作
物
の
栽
培
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
と
美
し
い
農
村

の
原
風
景
を
守
る
た
め
の
活
動
は
、
農

家
だ
け
で
な
く
景
観
条
例
を
制
定
し
た

村
と
村
内
に
暮
ら
す
住
民
全
て
の
課
題

と
し
て
関
心
を
持
ち
、
皆
さ
ま
の
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
産
業
振
興
課
農
政
係　

☎
２
１
４
―
９
２
６
８

◆
建
設
水
道
課
建
設
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
９
７

ゆうゆう橋北

前原集落（９月撮影）

中原団地西

令和３年度 中山間地域等
直接支払交付金事業

令和３年度
多面的機能支払交付金事業

協定集落数 21 集落
対象農用地
面積 163.5ha

直接支払
交付金 2,039 万 1 千円

活動組織数 27 組織

対象農用地
面積

309.2ha
（田：121.5ha　
 畑：187.7ha）

活動支援
交付金 1,317 万 4 千円
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地
球
に
優
し
い

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ
を

使
っ
て
み
ま
せ
ん
か

善
光
寺
御
開
帳
に
お
い
て

地
域
の
魅
力
発
信
ブ
ー
ス
へ
出
展
し
ま
す

林　

務

観　

光

　

村
で
は
、
地
球
に
優
し
い
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ
の
利
用
促
進
を
図
る

た
め
、
薪
ス
ト
ー
ブ
や
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
（
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
を
含
む
）

を
新
た
に
設
置
す
る
方
や
事
業
所
を
対

象
に
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ
は
、
薪

や
ペ
レ
ッ
ト
（
お
が
粉
や
カ
ン
ナ
屑
な

ど
製
材
副
産
物
を
圧
縮
成
型
し
た
小
粒

の
固
形
燃
料
）
な
ど
が
燃
料
で
、
地
球

温
暖
化
対
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
自

足
、
木
材
の
有
効
活
用
の
観
点
や
デ
ザ

イ
ン
性
の
高
さ
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

長
野
市
善
光
寺
の
御
開
帳
期
間
に
併

せ
て
、
６
月
26
日
㈰
ま
で
の
間
の
土
日

祝
日
に
、
市
民
参
加
に
よ
る
賑
わ
い
イ

ベ
ン
ト
「
日
本
一
の
門
前
町
大
縁
日
」

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
縁
日
イ
ベ

ン
ト
の
１
つ
で
あ
る
「
信
州
の
魅
力
発

信
ブ
ー
ス
」
に
お
い
て
高
山
村
の
魅
力

を
発
信
す
る
た
め
、
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を
出

展
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
ス
ト
ー
ブ
は
遠
赤
外
線

効
果
に
よ
り
身
体
の
芯
か
ら
温
ま
り
、

火
が
消
え
て
か
ら
も
長
時
間
暖
か
さ
が

持
続
す
る
こ
と
が
特
長
で
す
。

　

ス
ト
ー
ブ
の
窓
か
ら
見
え
る
ゆ
ら
ゆ

ら
と
燃
え
る
炎
に
は
、
癒
し
効
果
も
期

待
で
き
ま
す
。

　

薪
ス
ト
ー
ブ
や
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

を
購
入
さ
れ
る
際
は
、
次
の
補
助
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
対
象

　

◦
薪
ス
ト
ー
ブ

　

◦
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

　

◦
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
本
体
の
購
入
費

▼
補
助
台
数

　

３
台

（
申
請
順
に
受
け
付
け
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
）

▼
補
助
額

　

本
体
価
格
の
２
分
の
１
以
内

　
（
限
度
額
10
万
円
）

◆
産
業
振
興
課
林
務
地
籍
調
査
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
９
６

▼
出
展
日

　

５
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

▼
会　

場

　

セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ク
ゥ
エ
ア

▼
内　

容

特
産
品
な
ど
の
販
売
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
を
用
い
た
観
光
Ｐ
Ｒ

　

感
染
症
対
策
を
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
ご
家
族
や
友
人
を
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
後
の
感
染
状
況
に
よ
り
イ

ベ
ン
ト
内
容
が
変
更
ま
た
は
中
止
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
こ

ち
ら
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
日
本
一
の
門
前
町
大
縁
日
実
行
委
員
会

（
長
野
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
部
内
）

　

☎
２
２
４
―
７
５
０
４

◆
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
９
６

長野市ホームページ
内の門前町ページへ
アクセス

イベント期間中のセントラルスクゥエアの様子
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松
く
い
虫
被
害
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す

犬
・
猫
の
休
日
譲
渡
会
を
開
催
し
ま
す

林　

務

生　

活

　

村
で
は
、
松
を
松
く
い
虫
か
ら
守
る

た
め
、
松
く
い
虫
被
害
防
除
対
策
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

松
は
、
杉
、
ヒ
ノ
キ
と
並
ん
で
我
が

国
を
代
表
す
る
樹
種
で
あ
り
、
乾
燥
し

た
や
せ
地
や
尾
根
筋
な
ど
樹
木
の
生
育

し
に
く
い
土
地
で
も
育
ち
、
土
砂
の
流

出
や
崩
壊
を
防
止
し
、
住
宅
や
農
地
な

ど
の
国
土
を
保
全
す
る
機
能
を
有
し
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、外
国
か
ら
入
っ
て
き
た
「
松

く
い
虫
」（
松
を
枯
ら
す
原
因
と
な
る

線
虫
類
を
運
ぶ
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ

リ
）
に
よ
っ
て
健
全
な
松
が
枯
れ
、
貴

重
な
森
林
資
源
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
は
、
マ
ツ

ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
と
い
う
小
さ
な
線

虫
（
体
長
0.6
～
１
㎜
）
を
健
全
な
松
に

運
び
、
こ
の
線
虫
が
松
の
樹
体
内
に
入

り
水
分
の
道
管
を
阻
害
し
、
松
を
枯
ら

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
村
で
は
松
く
い
虫
の
被
害

木
を
切
り
倒
し
、
薬
剤
を
か
け
て
ビ

ニ
ー
ル
被
覆
に
よ
り
燻
蒸
を
行
い
、
マ

ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
の
幼
虫
や
さ
な

長
野
保
健
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

長
野
保
健
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

長
野
保
健
所
に
収
容
さ
れ
て
い
る

犬
・
猫
を
対
象
に
、
休
日
譲
渡
会
を
開

催
し
ま
す
。
収
容
さ
れ
て
い
る
犬
・
猫

を
ご
覧
い
た
だ
き
、
飼
育
を
ご
希
望
の

方
に
お
譲
り
し
ま
す
。
１
頭
で
も
多
く

の
犬
・
猫
が
新
し
い
飼
い
主
さ
ん
に
巡

り
会
え
る
よ
う
、
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
開
催
日
（
い
ず
れ
も
日
曜
日
）

　

令
和
４
年

　
　
　

６
月
12
日

　
　
　

７
月
10
日

　
　
　

８
月
14
日

　
　
　

９
月
11
日

　
　
　

10
月
16
日

　
　
　

11
月
13
日

　
　
　

12
月
11
日

　

令
和
５
年

　
　
　

１
月
15
日

　
　
　

２
月
12
日

　
　
　

３
月
12
日

ぎ
を
殺
傷
し
、
成
虫
の
拡
散
を
防
止
す

る
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

例
年
、
山
林
の
う
ち
村
が
定
め
た
区

域
内
に
あ
る
被
害
木
に
つ
い
て
は
、
私

有
林
内
に
あ
っ
て
も
駆
除
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

災
害
の
防
止
や
景
観
を
保
全
す
る
た

め
、
山
林
所
有
者
の
皆
さ
ま
や
地
域
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
産
業
振
興
課
林
務
地
籍
調
査
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
９
６

▼
開
催
時
間

　

午
前
10
時
30
分
か
ら
正
午

▼
開
催
場
所

　

長
野
市
中
御
所
岡
田
98
―
１

　

長
野
保
健
所

　

地
下
駐
車
場
及
び
犬
舎

▼
内　

容

長
野
保
健
所
に
収
容
さ
れ
て
い
る
犬
・

猫
の
見
学

▼
参
加
方
法

　

○
完
全
予
約
制

　
　

申
し
込
み
先　

長
野
保
健
所

　
　

電
話　

２
２
５
―
９
０
６
５

　
　

受
付
時
間　
平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分

　

○
１
組
30
分
間
の
交
代
制

　
　
（
１
日
10
組
限
定
）

○
当
日
は
マ
ス
ク
着
用
の
う
え
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
発
熱
、
咳
、

咽
頭
痛
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合

は
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

▼
譲
渡
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　

◆
長
野
県
長
野
保
健
所

　
　

☎
２
２
５
―
９
０
６
５

▼
こ
の
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　

◆
住
民
税
務
課
生
活
環
境
係

　
　

☎
２
１
４
―
９
２
６
７

マツノマダラカミキリ
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農作業のお手伝いは営農支援センターへお任せください

農　業

　高山村営農支援センターでは、農作業の負担軽減を図り、耕作放棄地の解消と発生を未然に防止するため、大
型機械等の整備・充実とともに、次のような作業の受託を行い、農家の皆さまを支援しています。

▶農作業の受託
　○トラクターでの耕起・代掻き・畦塗り・播種作業及び溝切作業
　○コンバインでの麦・大豆・そばの収穫作業及び乾燥作業
▶草刈作業の受託
　刈払機による農地の草刈り作業
▶農業用機械等の貸出し
　キャリアカー・刈払機・背負式動力散布機・高枝ノコギリの貸出し

◎各事業に関する詳細・申込み方法・受託料金などは高山村営農支援センターへお問い合わせください。

◆高山村営農支援センター（産業振興課農政係）　☎２１４―９２６８

高山村営農支援センター受託業務等リスト高山村営農支援センター受託業務等リスト
１ 受託料金１ 受託料金

２ 貸出料金２ 貸出料金

機　械 対　象 作業区分 料　金 条　　　　　　件

農業用トラクター
（65 馬力） 村内農地

耕起 8,600 円 /10a
割増料別途（反別、形状等）
移動料含む

代掻き 10,000 円 /10a
畦塗り 120 円 / 1m
播種 11,500 円 /10a

水田溝切機 村内農地 溝切 3,000 円 /10a 移動料含む
草刈り 村内農地 ― 1,500 円 / 1h 作業に要した時間及び従事した人数により算出

機　械 対　象 作付品種 料　金 条　　　　　　件

コンバイン

村内農地
麦 10,000 円 /10a

コンバイン用収納袋
割増料別途（反別、形状、倒伏等）大豆 9,000 円 /10a

そば 6,000 円 /10a

村外農地
麦 21,790 円 /10a コンバイン用収納袋

割増料別途（反別、形状、倒伏等）
出張料（3,000 円）別途

大豆 19,500 円 /10a
そば 13,000 円 /10a

乾燥機械
村内農地

そば
10 円 /kg

袋に入れて持ち込み、受付重量で精算
村外農地 20 円 /kg

種　類 貸出料金 備　　　　　　　考

刈払機
1,000 円 / 半日

ボランティア活動：無料（刈刃付き）
それ以外の活動：有料（刈刃なし）
※燃料満タン返し

自走式動力散布機 筒方式
※燃料満タン返し背負式動力散布機

キャリアカー 11,000 円 /1日
1,575 円 /1 h

運転手なし
※燃料満タン返し

高枝ノコギリ 無　料 電柵緩衝帯支障木の伐採用（長さ５ｍまで）

草刈り隊作業員を募集しています
営農支援センターでは、草刈り隊
作業員を募集していますので、作
業員として従事いただける方はご
連絡ください。
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簡
易
電
気
柵
の
設
置
補
助
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

有
害
鳥
獣

有
害
獣
被
害
で
お
困
り
の
方
へ

有
害
獣
被
害
で
お
困
り
の
方
へ

　

村
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
ク
マ
等
の
有

害
獣
か
ら
農
作
物
を
守
る
た
め
、
農
家

の
皆
さ
ま
が
設
置
す
る
簡
易
電
気
柵
に

対
す
る
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

電
気
柵
は
、
道
路
や
水
路
に
囲
ま
れ

た
一
団
の
農
地
に
設
置
す
る
こ
と
で
高

い
効
果
を
上
げ
ま
す
の
で
、
耕
作
組
合

や
水
利
組
合
等
が
事
業
主
体
と
な
り
設

置
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
対
象
者

◦
農
家
個
人

◦
耕
作
組
合
、
水
利
組
合
等
村
内
の

農
業
者
等
で
構
成
す
る
団
体

▼
補
助
対
象
経
費

　

簡
易
電
気
柵
の
購
入
費
用

▼
補
助
率

　

簡
易
電
気
柵
の
設
置

　
　

個
人
…
２
分
の
１
以
内

団
体
…
広
範
囲
で
連
続
し
た
農
地

に
設
置
し
た
場
合
４
分
の

３
以
内

　
　

右
以
外
の
場
合
…
２
分
の
１
以
内

　

予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
早
め
に
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

故
障
や
消
耗
に
よ
る
部
品
交
換
は
、

補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
電
気
柵
の
近
く
を
通
行
す
る
皆
さ
ま
へ

　

設
置
さ
れ
た
電
気
柵
に
は
高
圧
電
流

が
流
れ
て
い
ま
す
の
で
、
触
る
と
大
変

危
険
で
す
。

　

電
気
柵
の
近
く
を
通
る
際
は
、
電
線

に
触
れ
な
い
よ
う
に
お
気
を
つ
け
く
だ

さ
い
。

有
害
鳥
獣
対
策
器
具
の

有
害
鳥
獣
対
策
器
具
の

購
入
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す

購
入
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す

　

有
害
鳥
獣
対
策
器
具
で
あ
る
侵
入
経

路
特
定
用
の
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
等
の
購

入
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者

◦
農
家
個
人

◦
耕
作
組
合
、
水
利
組
合
等
村
内
の

農
業
者
等
で
構
成
す
る
団
体

▼
補
助
率

　

購
入
費
の
３
分
の
１
以
内

　　

予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
早
め
に
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

狩
猟
免
許
を
取
得
し
ま
せ
ん
か

狩
猟
免
許
を
取
得
し
ま
せ
ん
か

　

村
で
は
、
狩
猟
免
許
取
得
に
必
要
な

経
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

鳥
獣
の
特
徴
や
、
わ
な
の
使
用
方
法

な
ど
を
学
ぶ
機
会
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、

取
得
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
長
野
県
が
行
う
令
和
４
年
度

の
狩
猟
免
許
試
験
に
つ
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
防
止
等
の

観
点
か
ら
、
受
験
人
数
を
制
限
し
て
実

施
し
ま
す
の
で
、
受
験
を
検
討
さ
れ
る

方
は
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
率

　

講
習
料
、
受
験
料
の
全
額

小
型
箱
わ
な
の
設
置
を

小
型
箱
わ
な
の
設
置
を

ご
検
討
く
だ
さ
い

ご
検
討
く
だ
さ
い

▼
主
な
許
可
条
件

◦
自
ら
の
事
業
地
内

◦
ハ
ク
ビ
シ
ン
、
タ
ヌ
キ
、
キ
ツ
ネ
、

ア
ナ
グ
マ
、
ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲

に
限
る

◦
１
日
１
回
以
上
見
回
り
を
す
る
こ
と

◦
捕
獲
し
た
鳥
獣
を
安
全
で
確
実
な

方
法
に
よ
り
処
分
で
き
る
こ
と

　

そ
の
他
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

細
は
産
業
振
興
課
農
政
係
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◆
産
業
振
興
課
農
政
係

　

☎
２
１
４
―
９
２
６
８

電気柵に触れないよう、お気をつけください
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パ
ン
フ
レ
ッ
ト
前
半
は
写
真
を
中
心
と
し

た
構
成
、
後
半
は
地
図
を
中
心
と
し
た
構
成

に
す
る
こ
と
に
し
て
、
地
図
か
ら
道
路
情
報

を
起
こ
し
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

作
成
を
通
し
て
温
泉
、
施
設
、
ワ
イ
ナ

リ
ー
、
農
家
の
皆
さ
ま
を
取
材
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
お
話
を
伺
う
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

高
山
村
自
然
ガ
イ
ド
の
作
成

高
山
村
自
然
ガ
イ
ド
の
作
成

　

山
田
牧
場
の
野
草
と
樹
木
を
紹
介
す
る

「
大
き
な
樹
を
め
ぐ
る
散
歩
道
」（
図
２
）、

舞
の
道
の
カ
エ
デ
類
の
葉
を
中
心
に
樹
木

を
紹
介
す
る
「
樹
木
巡
り
お
散
歩
図
鑑 

紅

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

　

産
業
振
興
課
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
高
山

村
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
20

ペ
ー
ジ
：
図
１
）
の
作
成
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
使
用
す
る
写
真
に
は
高

山
村
の
魅
力
を
凝
縮
し
よ
う
と
考
え
、
観
光

協
会
、
役
場
に
あ
る
過
去
の
写
真
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
村
民
の
皆
さ
ま
に
も
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
新
た
に
、
桜
、
神
社
、
り
ん

ご
、
ぶ
ど
う
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
、
温
泉
な
ど
多

数
の
写
真
を
撮
影
し
、
新
し
い
視
点
も
欲
し

か
っ
た
の
で
り
ん
ご
の
花
、
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う

畑
、
山
田
温
泉
の
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空
中
撮

影
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

葉
編
」、
春
と
夏
の
星
座
を
紹
介
す
る
「
山

田
牧
場
か
ら
見
る
春
と
夏
の
星
座
」（
図
３
）、

秋
と
冬
の
星
座
を
紹
介
す
る
「
山
田
牧
場
か

ら
見
る
秋
と
冬
の
星
座
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
、
山
田
温
泉
と
山
田
牧
場
の
観
光

施
設
を
中
心
に
配
布
し
ま
し
た
。

わ
く
わ
く
村
の
活
動

わ
く
わ
く
村
の
活
動

　

公
民
館
の
生
涯
学
習
事
業
と
連
携
し
て
い

る
わ
く
わ
く
村
の
活
動
と
し
て
「
デ
ザ
イ
ン

と
ア
ー
ト
の
教
室
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
６

月
に
は
８
種
類
の
紙
の
種
類
を
説
明
し
た
後
、

Ａ
６
サ
イ
ズ
の
三
つ
目
糸
綴
じ
ノ
ー
ト
を
手

製
本
し
、
ソ
フ
ト
カ
バ
ー
に
自
由
に
絵
を
描

い
て
自
分
ノ
ー
ト
を
作
り
ま
し
た
。
９
月
に

は
紙
の
折
り
と
組
み
立
て
を
練
習
し
て
ク
ラ

フ
ト
紙
に
絵
を
描
き
、
小
物
を
入
れ
る
小
さ

な
紙
袋
を
作
り
ま
し
た
。

（図２）大きな樹をめぐる散歩道

（図１）高山村観光パンフレット

（図３）山田牧場から見る春と夏の星座

地域活性化

令和３年度 地域お こし協力隊活動報告

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
自
然
ガ
イ
ド
の
作
成

羽太　謙一
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源
を
エ
リ
ア
ご
と
に
分
か
り
や
す
く
ま
と
め

る
こ
と
、
②
観
光
業
に
関
わ
る
事
業
者
さ
ん

の
情
報
を
一
覧
で
掲
載
す
る
こ
と
で
す
。
こ

れ
ら
は
、
観
光
客
に
と
っ
て
必
要
な
情
報
な

の
は
も
ち
ろ
ん
、
事
業
者
さ
ん
に
と
っ
て
も
、

お
客
さ
ん
に
営
業
情
報
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

令
和
３
年
５
月
号
の
広
報
の
活
動
報
告
で
、

観
光
客
に
と
っ
て
は
「
高
山
村
の
人
々
が
最

大
の
魅
力
」
で
あ
る
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し

た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、私
は
村
内
の
方
々

と
の
温
か
い
交
流
を
何
度
も
経
験
す
る
機
会

を
得
ま
し
た
。
そ
ん
な
経
験
を
、
ま
だ
高
山

村
の
こ
と
を
よ
く
知
ら
な
い
観
光
客
に
も
味

小
さ
な
一
歩
が
生
む
出
会
い

小
さ
な
一
歩
が
生
む
出
会
い

　

私
が
高
山
村
に
移
住
し
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
に
な
っ
て
間
も
な
い
頃
、
い
つ
も
通
る

村
内
の
あ
る
商
店
に
、あ
る
日
、勇
気
を
持
っ

て
入
っ
て
み
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
店

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
情
報
が
な
く
、
内
心
緊
張
し
て
い
た
の
で

す
が
、
入
る
と
店
の
主
人
は
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔

で
「
あ
り
が
と
ね
ぇ
」
と
繰
り
返
し
て
い
ま

し
た
。
こ
ち
ら
ま
で
ほ
っ
こ
り
と
し
た
気
持

ち
に
な
り
、
思
い
切
っ
て
入
っ
て
良
か
っ
た

な
と
思
う
と
同
時
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
活
動
は
、
こ
う
い
っ
た
事
業
者
さ
ん
た
ち

に
と
っ
て
意
味
の
あ
る
も
の
に
し
た
い
と
感

じ
ま
し
た
。

観
光
マ
ッ
プ
作
成
に
あ
た
っ
て

観
光
マ
ッ
プ
作
成
に
あ
た
っ
て

　

さ
て
、
皆
さ
ん
は
ど
こ
か
知
ら
な
い
土
地

へ
出
掛
け
た
際
、
ど
の
よ
う
に
行
き
先
を
決

め
ま
す
か
？
き
っ
と
、
何
か
し
ら
の
情
報
源

を
頼
り
に
す
る
は
ず
で
す
。
そ
し
て
、
実
際

に
行
っ
て
み
て
得
ら
れ
た
体
験
は
、
自
分
だ

け
の
か
け
が
え
の
な
い
も
の
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

　

前
年
度
、
私
は
協
力
隊
の
活
動
と
し
て
、

村
の
総
合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
事
業
に
携

わ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
幸
い
な

事
に
、
前
職
で
得
た
デ
ザ
イ
ン
の
知
識
を
も

と
に
、
持
ち
歩
き
観
光
マ
ッ
プ
の
構
成
か
ら

作
成
ま
で
の
全
て
を
任
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
特
に
こ
だ
わ
っ
た
点
は
、
①
観
光
資

わ
っ
て
ほ
し
い
。
ち
ょ
っ
と
勇
気
を
出
し
て

訪
れ
た
場
所
や
そ
こ
で
の
交
流
に
よ
っ
て
、

も
っ
と
高
山
村
を
好
き
に
な
っ
て
い
た
だ
け

た
ら
。
ひ
と
つ
の
観
光
目
的
に
と
ら
わ
れ
ず
、

色
々
な
楽
し
み
を
発
見
し
て
い
た
だ
け
た
ら
。

そ
ん
な
願
い
を
込
め
て
作
成
し
ま
し
た
。
誰

か
の
背
中
を
押
す
情
報
源
と
し
て
役
立
っ
て

く
れ
れ
ば
、
こ
れ
以
上
の
喜
び
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
作
成
メ
ン
バ
ー
で

あ
る
役
場
の
商
工
観
光
係
の
皆
さ
ん
、
羽
太

先
生
、
観
光
協
会
副
会
長
の
藤
沢
さ
ん
の
ご

協
力
の
も
と
、
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
た
観

光
協
会
の
ス
タ
ッ
フ
や
家
族
、
そ
し
て
ご
対

応
い
た
だ
い
た
村
内
の
事
業
者
さ
ん
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
々
の
お
か
げ
で
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
村
内
の
皆
さ
ま

に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

番
外
編
：「
高
山
タ
カ
オ
」君

番
外
編
：「
高
山
タ
カ
オ
」君

　

観
光
協
会
ホ
ー
ム
ー
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
の
際
に
生
ま
れ
た「
高
山
タ
カ
オ
」君
が
、

前
年
度
正
式
に
観
光
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
私
は
そ
の
権
利

関
係
の
整
備
な
ど
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

高
山
村
の
観
光
Ｐ
Ｒ
を
目
的
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
面
で
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ま
の
手
で
羽
ば
た
か
せ
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
ね
。

高山タカオ

作成した持ち歩き観光マップの一部

地域活性化

令和３年度 地域お こし協力隊活動報告

繋
が
り
を
生
む
観
光
を
目
指
し
て

西川　紘未
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須
高
地
域
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

開
所
記
念
講
演
会
を

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
し
て
い
ま
す

手
話
で
話
そ
う
⑨

福
祉
の
ひ
ろ
ば

保
護
・
支
援

　

福
祉
の
ひ
ろ
ば
で
は
、
村
民
の
皆
さ

ん
に
手
話
に
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
日
常
生
活
で
役
に
立
つ
簡

単
な
手
話
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
色
々
な
場
面
で
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

　

認
知
症
高
齢
者
や
知
的
・
精
神
障
が

い
な
ど
で
判
断
力
が
不
十
分
な
方
が
、

地
域
の
中
で
安
心
し
て
そ
の
人
ら
し
い

生
活
を
送
る
た
め
に
、
財
産
や
権
利
を

守
る
た
め
の
成
年
後
見
制
度
を
利
用
す

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
須
高
地

域
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
成

年
後
見
制
度
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の

講
演
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
配
信
し
て
い

ま
す
。

タ
ク
シ
ー

タ
ク
シ
ー

自
転
車

自
転
車

片
手
を
あ
げ
タ
ク
シ
ー
を
呼
び
止
め
る

し
ぐ
さ
を
し
、
親
指
と
4
指
を
平
行
に

伸
ば
し
前
に
出
し
ま
す
。

上
下
に
置
い
た
両
手
拳
を
自
転
車
の
ペ

ダ
ル
の
動
き
の
よ
う
に
動
か
し
ま
す
。

◆
健
康
福
祉
課
福
祉
係

　

☎
２
４
２
―
１
２
０
０

（
イ
ラ
ス
ト
提
供
：
長
野
県
）

▼
配
信
期
間

　

４
月
20
日
㈬
～
７
月
20
日
㈬

▼
内　

容

基
調
講
演

『
認
知
症
に
な
っ
た
波
平
さ
ん

～
契
約
社
会
と
成
年
後
見
制
度
』

講　

師
東
濃
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
前
理
事
長

菰
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
法
人
後
見
副
委
員
長

　
　
　
　
　
　

渡
辺　

哲
雄　

氏

▼
視
聴
方
法

　

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画
配
信

　

須
坂
市
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
→
最
新
情
報
→
須
高
地
域
成

年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
開
所
記
念
講

演
会

　

ネ
ッ
ト
環
境
の
な
い
方
に
は
須
坂

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
視
聴
可
能
で

す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
対　

象

須
坂
市
・
小
布
施
町
・
高
山
村
在
住
・

在
勤
の
方
（
申
込
不
要
）

▼
参
加
費

　

無
料
（
通
信
費
等
は
参
加
者
負
担
）

▼
お
問
い
合
わ
せ

　

須
高
地
域
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
１
４
―
１
０
２
７

講演会の様子
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４月の高山分署の出動状況（４月１日～４月 30 日）

火　災 1     （1）
高山村内の火災　1 件（1）
損害額　0 千円（0 千円）
死者　0 人（0）
負傷　0 人（0）

調　査 1     （4）

救　急 35 （123）

救　助 0     （0）

※（　）内は、令和４年 1 月 1 日からの累計です。

〈お問い合わせ〉
◆消防情報ダイヤル（須高管内で発生した火災）
　☎２４５―１１１９
◆お問い合わせは『須坂市消防署高山分署』へ
　☎２４８―０１１９

消毒用アルコールの取り扱い消毒用アルコールの取り扱い
　手指の消毒のため、消毒用アルコールを使用する
機会が増えています。
　アルコールは危険物です。次の点に注意し、安全
に取り扱い、火災予防にご協力をお願いします。
○火気の近くで使用しない。
○容器に詰め替える場合は、通気性のいい場所や換

気が行われている場所で、漏れ、あふれ、または
飛散しないように注意して行う。

○容器を設置・保管する場所は、直射日光が当たる
場所や高温となる場所は避ける。

山火事・遭難防止山火事・遭難防止
　暖かくなり農作業や山菜採りなどで山へ入る機会
が増え、下草火災や山火事、遭難事故が多発する時
季を迎えました。たばこの投げ捨てや、たき火等の
火の取り扱い、遭難事故には十分注意しましょう。
＊令和４年　全国山火事予防運動統一標語
　「山火事を　防ぐあなたの　心がけ」

危険物安全週間危険物安全週間
　６月５日㈰から 11 日㈯までの７日間、全国一斉に

「危険物安全週間」が実施されます。
　この機会にご家庭にあるホームタンクなど、身の
周りにある危険物をもう１度点検しましょう。
＊令和４年度　危険物安全週間推進標語　
　「一連の　確かな所作で　無災害」

学校だより学校だより消 防 情 報
高山小学校

297

　児童会長として、高山小学校の伝統を守りつつ、
自分たちで考えた活動も入れ、さらにパワーアップ
した小学校にできるようにがんばっていきたいです。
それには、全校のみなさんの力が必要だと思うので、
下級生でも楽しめる活動をして、委員会に関心を持っ
てもらいたいと思います。１年間がんばっていきた
いです。　　　　　　　　　　　 ６年　土屋　芽生

　昨年は新型コロナウイルス感染防止のため、児童
会活動も大幅に縮小され、楽しみだったものも無く
なってしまいました。そのため、今年は感染対策を
しっかりして、全校が楽しめる活動を中心になって
行っていきたいです。ぼくたちが卒業するまでには、
笑顔があふれるステキで楽しい学校をつくりたいと
思っています。 　　　　　　　６年　桂本　竜之介
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役
…
役　
　
場 

２
４
５
ー
１
１
０
０

チ

…
チ
ャ
オ
ル 

２
４
２
ー
１
２
０
０

ャ

…
問
い
合
わ
せ
先

問

　

高
山
村
消
費
者
の
会
で
は
、
消
費
生

活
に
必
要
な
知
識
を
学
び
、
地
域
の
日

常
に
お
け
る
消
費
生
活
の
課
題
の
解
消

を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
や
高

齢
者
を
狙
っ
た
電
話
で
お
金
詐
欺
な

ど
、
悪
質
な
商
法
や
詐
欺
が
増
え
て
お

り
、
大
勢
の
方
が
被
害
に
遭
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
被

害
に
遭
わ
な
い
よ
う
な
知
識
を
身
に
つ

け
て
、
各
自
が
適
切
に
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
ご
み
の
削
減
な
ど
環
境
問
題

に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
、
１
人
ひ
と

り
が
出
来
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
に
努
め
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
協
力
し
て
消
費
生
活
を
向
上

さ
せ
る
た
め
、
一
緒
に
活
動
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容

環
境
に
や
さ
し
い
廃
油
を
利
用
し
た

石
鹸
づ
く
り
、
Ｅ
Ｍ
菌
づ
く
り
、
各

種
研
修
会
な
ど

　

住
民
税
務
課
生
活
環
境
係

高
山
村
消
費
者
の
会
の

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

役

役

●お知らせ

　

身
体
等
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
使
用

す
る
車
両
に
つ
い
て
、
一
定
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
場
合
は
、
申
請
に
基
づ

き
軽
自
動
車
税
（
村
税
）
ま
た
は
普
通

自
動
車
税
（
県
税
）
の
ど
ち
ら
か
１
つ

に
限
り
、
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

減
免
適
用
の
要
件

①
障
が
い
の
あ
る
方
ご
本
人
が
運
転
す

る
こ
と

②
障
が
い
の
あ
る
18
歳
未
満
の
方
と
生

計
を
共
に
す
る
方
が
運
転
す
る
車
両

で
あ
る
こ
と

　　

新
た
に
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
申
請

さ
れ
る
方
は
、
５
月
20
日
㈮
ま
で
に
住

民
税
務
課
税
務
係
へ
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
減
免
を
受
け
て
い
る
方
も
、

車
を
買
い
替
え
る
場
合
に
は
、
新
た
に

購
入
し
た
車
両
の
減
免
申
請
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
住
民
税
務
課
税
務
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

住
民
税
務
課
税
務
係

身
体
等
に
障
が
い
の
あ
る
方
の

軽
自
動
車
税
減
免
申
請
に
つ
い
て

　

長
野
県
労
働
金
庫
須
坂
支
店
運
営
委

員
会
で
は
、
自
主
活
動
に
対
す
る
地
域

活
動
活
性
化
資
金
運
用
委
員
会
か
ら
の

補
助
金
を
活
用
し
、
須
高
地
区
の
児
童

セ
ン
タ
ー
な
ど
計
６
か
所
に
幼
児
用
の

玩
具
や
本
な
ど
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

高
山
村
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
外
で
元

気
よ
く
遊
べ
る
よ
う
に
「
竹
馬
６
セ
ッ

ト
」
を
要
望
し
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

早
速
子
ど
も
た
ち
は
竹
馬
に
挑
戦
し

て
い
ま
し
た
。

長
野
県
労
働
金
庫
須
坂
支
店

運
営
委
員
会
よ
り「
竹
馬
」を

い
た
だ
き
ま
し
た

目録贈呈寄贈された竹馬
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病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
方
の
治
療
の
た

め
の
血
液
が
大
変
不
足
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
血
液
が
多
く
の
方
を
救
う

愛
の
力
に
な
り
ま
す
の
で
、
献
血
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

５
月
時
点
に
お
け
る
医
療
機
関
か
ら

の
血
液
需
要
の
状
況
に
よ
り
、
今
回
村

で
実
施
す
る
献
血
は
４
０
０
ml
に
限
定

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

お
て
ん
ま
支
援
事
業
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　　

村
で
は
、
村
民
の
皆
さ
ま
が
地
域
で

行
う
道
路
・
水
路
の
修
繕
、
景
観
整
備

　

散
歩
は
犬
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も

の
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
散
歩
中
の
マ
ナ
ー
を

守
ら
な
い
と
、
周
囲
の
方
々
に
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

散
歩
中
の
フ
ン
の
放
置
に
関
す
る
苦

情
が
役
場
に
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

飼
い
犬
の
フ
ン
や
尿
の
始
末
は
飼
い

主
の
責
任
で
あ
り
、
最
低
限
の
マ
ナ
ー

で
す
。

　

大
切
な
犬
と
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
く

た
め
に
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◦
フ
ン
を
処
理
す
る
た
め
の
用
具
を
携

行
し
、
フ
ン
は
き
ち
ん
と
拾
い
、
自

宅
で
処
分
す
る
。

　

長
野
県
警
察
官
採
用
試
験
を
実
施
し

ま
す
。

試
験
区
分

　

警
察
官
（
大
卒
）

　
　

令
和
５
年
４
月
採
用
予
定

受
験
資
格

昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
で
、
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）

を
卒
業
し
た
方
ま
た
は
令
和
５
年
３

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

募
集
期
間

　

５
月
20
日
㈮
～
６
月
20
日
㈪

第
１
次
試
験
日

　

７
月
10
日
㈰

　

須
坂
警
察
署
総
務
課

　

☎
２
４
６
―
０
１
１
０

村
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
・

村
づ
く
り

　（
長
野
県
地
域
発

元
気
づ
く
り
支
援
金
対
象
事
業
）

犬
の
散
歩
の
マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う

警
察
官
募
集
の
お
知
ら
せ

●お知らせ

役

役

　

昭
和
60
年
代
初
頭
ま
で
に
、
学
校
の

集
団
予
防
接
種
な
ど
で
注
射
器
の
連
続

使
用
が
原
因
で
、
多
く
の
方
が
Ｂ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
と
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
集
団
予
防
接
種
に
よ
り
、

Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
因
果
関

係
が
認
め
ら
れ
た
方
に
、
病
態
区
分
に

応
じ
て
給
付
金
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

感
染
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
村
の

健
康
診
断
や
医
療
機
関
、
保
健
所
な
ど

で
検
査
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
わ
か
り

ま
す
。

　

詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

相
談
窓
口
（
厚
生
労
働
省
）

　

☎
０
３
―
３
５
９
５
―
２
２
５
２

　

健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

集
団
予
防
接
種
に
よ
り
、Ｂ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
さ
れ
た
方
へ

給
付
金
等
が
支
給
さ
れ
ま
す

チャ 問

問 ◦
尿
は
放
置
す
る
と
悪
臭
や
汚
れ
の
原

因
に
な
る
た
め
、
他
人
の
門
扉
な
ど

に
排
尿
さ
せ
な
い
よ
う
に
気
を
配
る
。

　

住
民
税
務
課
生
活
環
境
係

日　

時

　

６
月
９
日
㈭

　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら
４
時

会　

場

　

高
山
村
公
民
館

対　

象

　

男
性
17
歳
か
ら
69
歳
、
女
性
18
歳

か
ら
69
歳
ま
で
の
健
康
な
方
で
、
65

歳
以
上
の
方
は
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
間
に
献
血
の
経
験
が
あ
る
方

　

健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

チャ

な
ど
に
必
要
な
原
材
料（
道
路
補
修
材
、

砕
石
、
チ
ッ
プ
ソ
ー
の
刃
、
凍
結
防
止

剤
等
）の
支
給
や
、
機
械
等
の
貸
し
出
し

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
協
働
の
地
域
づ

く
り
・
村
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
対
象
団
体
は
、
区
、
耕
作
組
合

及
び
住
民
が
組
織
し
村
長
が
適
当
と
認

め
る
団
体
で
す
。

　

協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
・
村
づ
く

り
の
た
め
、
村
民
の
皆
さ
ま
の
積
極
的

な
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

建
設
水
道
課
建
設
係
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こ
の
４
月
か
ら
公
民
館
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
黒
岩
龍
也
と
申
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

公
民
館
活
動
は
、「
つ
ど
う
」「
ま
な
ぶ
」

「
む
す
ぶ
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
人
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。こ
こ
数
年
と

い
う
も
の
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
で
「
つ

ど
う
」
こ
と
が
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
で

き
ま
せ
ん
が
、令
和
４
年
度
も
た
く
さ
ん
の

「
ま
な
ぶ
」、「
む
す
ぶ
」
事
業
を
計
画
し

て
い
ま
す
。ま
た
、
新
た
に
S
D
G
s
の
考

え
方
を
取
り
入
れ
た
講
座
も
開
設
し
ま
し

た
。公
民
館
活
動
の
一
つ
ひ
と
つ
は
小
さ
な

灯
で
も
、
高
山
村
全
体
に
伝
わ
り
大
き
な

灯
と
な
り
、
き
っ
と
未
来
を
明
る
く
照
ら
す

こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。多
く
の
方

の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。で
す
が
一
昨
年
度

と
は
違
い
、
ど
の
地
区
で
も
感
染
症
対
策
を

講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
事
業
が
行
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
…
と
い
う
後
ろ
向
き

に
な
る
の
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
で
き

る
!!
と
前
向
き
に
、
本
年
度
も
感
染
症
対

策
を
確
実
に
講
じ
、
安
心
し
て
参
加
で
き
る

事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。住
民
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
の
状
況
が
一
日
も
早
く
終
息

に
向
か
い
ま
す
こ
と
と
、
皆
様
の
ご
健
闘
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

例
年
に
な
く
春
の
訪
れ
が
遅
く
、よ
う
や

く
桜
の
便
り
が
村
内
に
も
届
き
ま
し
た
。ど

ん
な
に
雪
が
多
く
降
ろ
う
と
も
春
は
必
ず

来
る
ん
で
す
ね
。暖
か
い
風
と
共
に
心
と
体

も
ど
こ
か
ウ
キ
ウ
キ
し
て
き
ま
し
た
。こ
こ

数
年
、
コ
ロ
ナ
感
染
が
心
配
さ
れ
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
中
止
さ
れ
た
り
、縮
小
さ
れ
た

り
と
何
か
と
思
い
っ
き
り
で
き
ず
に
い
ま
す

が
、皆
さ
ん
、元
気
で
す
か
？

　

本
年
度
、
分
館
長
会
長
に
選
出
さ
れ
ま

し
た
赤
和
分
館
長
の
戸
田
和
秀
で
す
。微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
、
各
地
区
の
分
館
長
の
皆

様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
分
館
長

会
長
と
し
て
務
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
度
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、様
々
な
事
業
が
中
止
と

　

七
年
に
一
度
の
御
柱
祭

が
、
髙
杜
神
社
で
4
月
29

日（
金
・
祝
）に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
コ
ロ
ナ

禍
と
い
う
こ
と
で
、参
拝
・

観
覧
さ
れ
る
方
へ
も
コ
ロ

ナ
感
染
対
策
を
広
く
呼
び

か
け
て
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
当
日
は
、
高
山
郵

便
局
前
か
ら
荒
井
原
カ

フ
ェ
か
め
は
ら
ま
で
の
間

が
交
通
規
制
さ
れ
、
歩
行

者
天
国
と
な
り
ま
し
た
。

　

午
後
一
時
、雨
の
中
、紫

区
の
長
持
行
列
を
先
頭

に
高
山
共
選
所
を
出
発

し
ま
し
た
。続
い
て
堀
之

内
区
の
皆
さ
ん
が
御
柱
を

曳
行
し
ま
し
た
。棟
梁
の

〝
ヤ
ー
レ　

エ
レ
ホ
ジ
ャ
ー

ナ
ー
イ
…
〟
で
始
ま
る
御

柱
引
き
子
力
付
け
唄
が
、

引
手
の
士
気
を
盛
り
上
げ

ま
す
。そ
の
後
、
各
区
の
催

し
物
が
続
き
ま
し
た
。

　

沿
道
に
集
ま
っ
た
多
く

の
観
覧
者
が
見
守
る
中
、

無
事
、
髙
杜
神
社
境
内
に

到
着
し
ま
し
た
。

新
公
民
館
長
挨
拶

新
公
民
館
長
挨
拶

新
分
館
長
会
長
挨
拶

新
分
館
長
会
長
挨
拶

御
柱
祭

御
柱
祭

里
曳
き

里
曳
き

新公民館長
 黒岩　龍也

新分館長会長
 戸田　和秀
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第 774号

子
安
神
社
本
殿
及
び
本
社

（
牧
区
）

126

や
る
ぞ児
童
会

村
の
文
化
財
を
た
ず
ね
て

村
の
文
化
財
を
た
ず
ね
て
第2回

こ
の
頃

よ
う
や
く
人
の

流
れ
が
に
ぎ
や
か

に
な
っ
て
き
た
感

じ
が
す
る
ニ
ャ
ン

こ
れ
で
ま
た

世
の
中
が
平
和

に
な
っ
て
く
れ

れ
ば
い
い
の
だ

ニ
ャ
ン

道
端
に
咲
く
野
花

が
大
勢
の
人
や
車

に
踏
み
潰
さ
れ
る

の
は
納
得
い
か

な
い
ね
! !

大
変
な
ん
だ
な
ぁ
…

タ
ン
ポ
ポ
く
ん
も

だ
か
ら
も
っ

と
足
元
に
気

を
配
っ
て
だ

ね
ぇ
…
…

あ
っ

わ
っいて
て
!!

そ
れ
は
そ
う

な
ん
だ
け
ど
…

　

牧
村
の
鎮
守
、
子
安
神
社
は
安

産
、
子
授
け
、
子
育
て
の
神
と
し
て
、

近
郷
近
在
か
ら
参
詣
人
が
絶
え
ま

せ
ん
。

　

４
月
14
日
（
木
）、
高
山
小
学
校

で
令
和
４
年
度
の
児
童
会
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
高
山
小
学
校
児
童

会
は
、
児
童
会
長
、
副
会
長
、
議

長
、
書
記
が
メ
ン
バ
ー
と
な
る
本
部

高
山
小
学
校
児
童
会

小
学
校
か
ら
元
気
を
広
げ
た
い

と
、
８
つ
の
委
員
会
（
代
表
、
美
化
、

運
動
、
保
健
、
給
食
、
図
書
、
広
報
、

自
然
）
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
４
〜

６
年
生
の
児
童
は
全
員
い
ず
れ
か
の

委
員
会
に
所
属
し
ま
す
。

　

こ
の
日
は
今
年
度
最
初
の
委
員
会

と
い
う
こ
と
で
、
各
委
員
会
で
は
６

年
生
の
委
員
長
が
中
心
と
な
り
活
動

内
容
を
確
認
し
た
り
、
実
際
の
活
動

場
所
に
移
動
し
て
仕
事
の
手
順
な
ど

を
説
明
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
４

年
生
に
な
り
初
め
て
委
員
会
活
動
に

参
加
し
た
児
童
は
、「
当
番
活
動
が

あ
る
の
で
、
忘
れ
ず
に
し
っ
か
り
と

当
番
を
や
り
た
い
」
と
、
責
任
を
感

じ
な
が
ら
も
今
後
の
活
動
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

各
委
員
会
が
行
わ
れ
て
い
る
中
、

別
の
教
室
で
は
本
部
メ
ン
バ
ー
が
今

後
の
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
し

て
い
ま
し
た
。「
本
部
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
活
動
は
何
か
」
と
い
う
課
題

に
つ
い
て
、
積
極
的
に
意
見
を
出
し

合
っ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

今
年
度
の
児
童
会
に
つ
い
て
、
児
童

会
長
の
土
屋
芽
生
さ
ん
は
「『
あ
り

が
と
う
』
が
広
が
る
小
学
校
に
し
た

い
」と
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

副
会
長
の
桂
本
竜
之
介
さ
ん
は
「
あ

い
さ
つ
に
力
を
入
れ
た
い
。
自
分
た

ち
も
頑
張
る
の
で
、
村
の
皆
さ
ん
に

　

拝
殿
に
は
竜
や
唐
獅
子
、
力
士
な

ど
の
彫
刻
が
正
面
に
も
側
面
に
も
彫

ら
れ
て
い
ま
す
。
白
木
造
り
で
漆
や

彩
色
は
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の

拝
殿
は
更
級
郡
牧
島
村
の
大
工
棟

梁
、
長
谷
川
八
尾
蔵
に
よ
り
、
明

治
の
始
め
頃
建
て
ら
れ
た
物
で
す
。

　

拝
殿
の
奥
に
昔
の
本
殿
が
安
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
縦
横
五
尺
（
約

1
5
0
cm
）
四
方
く
ら
い
で
、
木
端

屋
根
が
前
方
に
長
く
突
き
出
て
来
ま

す
。
こ
の
本
殿
は
元
禄
時
代
（
十
七

世
紀
末
）
の
造
り
と
鑑
定
さ
れ
ま
し

た
。
今
は
柱
な
ど
漆
塗
り
で
さ
ら
に

白
や
青
な
ど
の
色
が
塗
っ
て
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
後
世
に
補
修
さ
れ
た
も

の
で
す
。

『
村
の
文
化
財
を
た
ず
ね
て
』よ
り

も
あ
い
さ
つ
を
返
し
て
も
ら
え
る
と

嬉
し
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

４
月
28
日
に
は
児
童
総
会
が
リ

モ
ー
ト
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
以
前

は
体
育
館
に
集
ま
っ
て
開
催
し
て
い

ま
し
た
が
、
昨
年
か
ら
は
コ
ロ
ナ
感

染
予
防
の
た
め
各
教
室
を
リ
モ
ー

ト
で
繋
い
で
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

コ
ロ
ナ
の
終
息
が
な
か
な
か
見
え
て

こ
な
い
状
況
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち

も
制
限
の
あ
る
環
境
に
柔
軟
に
対
応

し
、
工
夫
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
継
続
し
て
い
ま
す
。
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第 774号

須坂市長杯　女子団体の部優勝の選手の皆さん

付
け
て
消
し
又
つ
け
て
み
る
春は
る
だ
ん
ろ

暖
炉	

片
桐	

住
子

あ
め
ん
ぼ
の
流
れ
押
さ
へ
つ
流
さ
る
る	

栗
原	

ヒ
サ
エ

山
里
の
赤
和
カ
フ
ェ
ー
や
花
の
下	

藤
沢	

し
げ
る

白は
く
れ
ん

木
蓮
の
散
り
敷
く
歩
道
ポ
ス
ト
ま
で	

古
谷	

公
子

茶茶  

花花  

会会

　

高
山
卓
球
ク
ラ
ブ
の
発
足
は
今

か
ら
43
年
前
の
こ
と
で
す
。長
野
県

で
国
体
が
昭
和
53
年
に
開
催
さ
れ

た
次
の
年
に
卓
球
の
更
な
る
普
及
拡

大
を
目
指
し
、
高
山
村
か
ら
ミ
ニ
国

体
の
団
体
戦
に
出
場
す
る
こ
と
を
目

標
に
涌
井
重
作
さ
ん
が
中
心
と
な
っ

て
メ
ン
バ
ー
を
集
め
た
の
が
始
ま
り

　

第
31
回
市
町
村
対
抗
駅
伝
大
会

が
４
月
30
日
（
土
）
に
、
松
本
平
広

域
公
園
陸
上
競
技
場
を
発
着
点
と

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。前
日
か
ら

降
り
続
い
て
い
た
雨
も
す
っ
か
り
上

が
り
、
晴
天
下
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。43
・
７
８
５
㎞
を
９
人
で
タ

ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

　

本
村
の
駅
伝
チ
ー
ム
は
、
３
月
26

日
に
発
足
し
、
毎
週
土
曜
日
の
朝

７
時
か
ら
高
山
中
学
校
に
集
ま
り

練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。チ
ー
ム

の
成
績
は
２
時
間
52
分
36
秒
で
43

チ
ー
ム
中
36
位
で
し
た
。
初
参
加

と
な
っ
た
五
百
住
耕
太
朗
く
ん
は
、

「
け
っ
こ
う
楽
し
く
走
る
こ
と
が
で

き
た
。４
人
抜
く
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
。
来
年
も
ま
た
走
り
た
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

参
加
選
手
は
、
飯
島
美
侑
（
１

区
）、
五
百
住
耕
太
朗
（
２
区
）、
柳

更
な
る
上
位
を
目
指
し
て

会
長
　
黒
岩
　
久
幸

で
す
。そ
の
頃
、卓
球
の
普
及
拡
大
を

目
的
に
始
ま
っ
た
卓
球
大
会
（
団
体

戦
）
も
今
年
度
で
40
回
目
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
で
は
卓

球
選
手
権
大
会
（
個
人
戦
）
も
合

わ
せ
て
行
う
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
村
外
か
ら
移
住
さ
れ
た

方
も
多
数
ク
ラ
ブ
に
加
わ
り
、
平
成

11
年
に
は
「
須
坂
や
ま
び
こ
卓
球

連
盟
」
に
加
入
し
ま
し
た
。こ
の
連

盟
に
は
近
隣
の
市
町
村
の
強
豪
が
多

数
参
加
し
て
い
ま
す
。加
入
当
初
は

六
部
リ
ー
グ
（
最
下
位
）
で
し
た

が
、
６
年
後
に
は
一
部
に
昇
格
し
現

在
ま
で
一
部
リ
ー
グ
を
キ
ー
プ
し
て

お
り
ま
す
。ま
た
、
す
べ
て
の
部
員
が

参
加
で
き
る
よ
う
に
高
山
卓
球
ク

ラ
ブ
Ｂ
も
立
ち
上
げ
、
現
在
、
二
部

リ
ー
グ
で
競
技
し
て
お
り
ま
す
。昨

年
度
、
歴
史
の
あ
る
須
坂
市
長
杯
で

は
女
子
団
体
戦
で
、
強
豪
チ
ー
ム
を

破
り
、
見
事
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

卓
球
ク
ラ
ブ
の
活
動
と
し
て
高
山

ジ
ュ
ニ
ア
卓
球
の
指
導
も
行
っ
て
い

ま
す
。担
当
者
は
「
子
ど
も
た
ち
が

日
々
卓
球
が
う
ま
く
な
っ
て
い
く
姿

を
見
る
の
が
楽
し
み
」
と
言
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
練
習
や
試
合
の
数
が
少
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
常
に
上
位
を
目
指

し
な
が
ら
卓
球
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。卓
球
に
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

高
山
卓
球
ク
ラ
ブ

高
山
卓
球
ク
ラ
ブ

６月の生涯学習事業
開催日 事  業  名 募集期間

６月 ７日（火）
　  14 日（火）

ワン・ツー
エクササイズ教室 各回とも前日まで

６月 ９日（木）
　   23日（木） 珈琲教室 ５月31日（火）まで

６月11日（土） 切り絵教室 前日まで

６月25日（土） 俳画教室 ６月10日（金）まで

お問い合わせは、高山村公民館まで（☎２１４－９７６２）

市町村対抗駅伝大会市町村対抗駅伝大会

沢
信
生
（
３
区
）、
宮
川
鉄
也
〔
温
〕

（
４
区
）、宮
川
鉄
也
〔
紫
〕（
５
区
）、

山
﨑
珠
李
（
６
区
）、黒
岩
大
煌
（
７

区
）、
藤
澤
拓
未
（
８
区
）、
五
百
住

和
史
（
９
区
）、黒
岩
広
翔
（
補
欠
）、

黒
岩
優
菜
（
補
欠
）、越
田
真
二
（
補

欠
）、神
林
遼
（
補
欠
）、渋
谷
健
太
郎

（
補
欠
）
で
す
。

　

第
17
回
市
町
村
対
抗
小
学
生
駅

伝
も
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。高
山

村
は
５
年
ぶ
り
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
。競
技
場
を
周
回
す
る
４
区
間

6.1
㎞
で
す
。結
果
は
27
分
10
秒
で
53

チ
ー
ム
中
51
位
で
し
た
。

　

参
加
選
手
は
、
滝
澤
璃
子
（
１

区
）、
戸
谷
蓮
（
２
区
）、
藤
澤
里
帆

（
３
区
）、
桂
本
竜
之
介
（
４
区
）、

藤
澤
篤
輝
（
補
欠
）、根
岸
沙
珠
（
補

欠
）
で
す
。
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86

　
五
月
の
里
山
に
ほ
わ
ほ
わ
と
し

た
白
い
花
を
咲
か
せ
る
木
が
あ
り

ま
す
。
城
山
で
も
尾
根
道
を
登
っ

て
い
っ
て
、
養
蚕
神
社
あ
た
り
に

咲
い
て
い
ま
す
。

　
養
蚕
神
社
か
ら
は
村
の
小
学
校

や
中
学
校
も
見
え
ま
す
。
学
校
で

は
も
う
部
活
な
ど
も
制
限
が
な
く

な
っ
て
き
た
で
し
ょ
う
か
。

ア
オ
ダ
モ 

～
バ
ッ
ト
の
木
～

　
こ
の
白
い
花
を
咲
か
す
木
は
、

ア
オ
ダ
モ
と
い
い
ま
す
。
里
の
方

で
は
葉
の
ギ
ザ
ギ
ザ
が
な
い
マ
ル

バ
ア
オ
ダ
モ
、
少
し
山
の
方
で
は

葉
が
ギ
ザ
ギ
ザ
し
て
い
て
毛
が
多

い
ケ
ア
オ
ダ
モ
が
多
い
で
す
。

　
ア
オ
ダ
モ
は
野
球
の
バ
ッ
ト
の

木
と
し
て
最
上
級
な
の
だ
そ
う
で

す
。
バ
ッ
ト
は
球
速
百
キ
ロ
を
超

え
る
ボ
ー
ル
を
百
何
十
メ
ー
ト
ル

と
打
ち
返
す
の
で
す
か
ら
、
そ
れ

に
負
け
な
い
強
さ
と
、
し
な
や
か

さ
が
必
要
で
す
。
ア
オ
ダ
モ
は
強

靱
な
の
に
し
な
や
か
で
軽
く
、
加

工
も
し
や
す
い
の
で
バ
ッ
ト
や
テ

ニ
ス
の
ラ
ケ
ッ
ト
、
ス
キ
ー
の
板

な
ど
に
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、材
が
し
っ
か
り
詰
ま
っ

た
強
い
木
は
生
長
が
遅
い
で
す
。

ま
た
、
群
生
も
し
て
お
ら
ず
、
生

産
管
理
も
さ
れ
な
い
ま
ま
適
し
た

木
は
切
り
尽
く
さ
れ
て
、
今
や
国

産
ア
オ
ダ
モ
材
は
と
っ
て
も
貴
重
。

野
球
界
で
何
と
か
し
よ
う
と
植
林

の
活
動
も
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
で
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の

シ
ョ
ー
タ
イ
ム
に
熱
狂
す
る
と
き

も
、
村
の
里
山
に
咲
く
白
い
花
の

木
を
思
っ
た
り
す
る
の
で
し
た
。

　

高

山
村の自然

探
訪

荒井原

井浦 和子

　

山
々
の
新
緑
が
眩
く
な

り
、
田
ん
ぼ
に
水
が
張
ら

れ
、水
面
に
移
る
山
々
が
美

し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

新
年
度
か
ら
一
ヶ
月
余
り

た
ち
、心
身
共
に
慣
れ
が
出

て
く
る
頃
で
す
。自
動
車
や

農
機
具
の
運
転
は
ゆ
と
り

を
持
っ
て
落
ち
着
い
て
行
い

ま
し
ょ
う
。　
（
黒
岩　

記
）

アオダモ
（マルバアオダモ）

季節野菜のシチュー季節野菜のシチュー

　給食ではホワイトルゥを手作りで作ります。『優しい味』ですが、バター
の風味やその他の乳製品がコクを出してくれます。ルゥの手作りはハー
ドルが高く感じますが、とても簡単に作れるので、ぜひチャレンジしてみ
てください。　　　　  （高山村学校給食センター　栄養教諭　北山智恵）

《材料》（４人分） ① ⓐの無塩バターを溶かして、そこ
に小麦粉を入れます。

② しばらく混ぜていると、泡がフツフツ沸
いてくるのでそのまま弱火で混ぜ続けます。

③ さらに混ぜ続けると今度はサラサラ状態にな
るので、そこまで混ぜ続けます。

⇒ホワイトルゥのできあがり。
④ 玉ねぎとかぶはくし切り、にんじんとじゃが

いもは小さめの乱切りにする。
⑤ 鍋にサラダ油を入れて熱し、玉ねぎ、鶏肉の順番に炒めていく。
⑥ さらににんじん、じゃがいもを入れて煮ていく。
⑦ 後からかぶを入れて野菜が煮えたら牛乳と水でといたスキムミルク

を入れ、塩、こしょうを加える。
⑧ ③のホワイトルゥを入れてとろみの状態を見ながら、最後に仕上げ

に生クリームを入れて完成 !!

無塩バター��������15g
小麦粉������������18g
サラダ油���� 小さじ1/2
鶏もも肉����������40g
玉ねぎ�������� 中1/2個
にんじん������ 中1/3本
じゃがいも������中１個

かぶ������������中１個
牛乳�������������80cc
スキムミルク ���大さじ２
塩����������小さじ１弱
こしょう����������少々
生クリーム ���大さじ１弱

本本と
と だも ち

暇と退屈の倫理学
國分功一郎（新潮社）

人間はいかに生きるべき
か、と追及する「倫理学」の
本は数多くあるが、ここで
扱われているのは「暇と退
屈」。日々自分がどう時間
を過ごしているのか、思わず考えてしまう。

はじめての考古学
松木武彦（筑摩書房）

過去の人類がどんな生活
をしてきたか、歴史や文
化を調べる「考古学」。現
在研究方法が進歩し、植
物や動物、数学など幅広
い知識をもって多彩に研究される国際的な
学問になってきたという。この本は、その
考古学の概要について大学の学生向けに製
作されたので、目の前で講義を受けるよう
な感覚で読み進められる入門書。

「知の扉を開く」（新着本）テーマ

返却ポストをご利用下さい！
　公民館東口に図書の
返却ポストを設置しま
した。夜間・休室日な
どに返却される際には、
こちらをご利用下さい。

ⓐ

23 2022.5 .15 館報
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日 曜日 行事予定（会場 •時間等） 担　　　当 お問合せ先

1 水
3 か月・7 か月・10 か月児健康診査（保健福祉総合センター）　☞ 25 頁
健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 25 頁
第 77 期囲碁本因坊戦第 3 局（～ 2 日　藤井荘）

健康福祉課保健予防係
健康福祉課保健予防係
産業振興課商工観光係

☎ 242-1202
☎ 242-1202
☎ 214-9296

2 木

3 金

4 土

5 日

6 月

7 火

8 水 健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 25 頁 健康福祉課保健予防係 ☎ 242-1202

9 木 献血（13 時 30 分～ 16 時　公民館学習室）　☞ 19 頁 健康福祉課保健予防係 ☎ 242-1202

10 金 子育てセミナー（10 時 45 分～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 25 頁 子育て支援センター ☎ 242-2660

11 土

12 日

13 月

14 火

15 水
健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 25 頁
教育委員会定例会（10 時～　公民館視聴覚室）
行政相談（13 時 30 分～ 17 時　公民館会議室）

健康福祉課保健予防係
教育委員会子育て学校教育係
総務課総務係

☎ 242-1202
☎ 214-9761
☎ 214-9243

16 木 体育施設調整会議（18 時～　公民館会議室） 教育委員会生涯学習係 ☎ 214-9762

17 金

18 土

19 日 分館対抗スポーツ大会（インディアカ）（9 時～　中学校体育館） 教育委員会生涯学習係 ☎ 214-9762

20 月

21 火

22 水 健康相談（9 時～ 12 時　保健福祉総合センター）　☞ 25 頁 健康福祉課保健予防係 ☎ 242-1202

23 木

24 金

25 土

26 日

27 月

28 火 保育園開放日（10 時～ 12 時　たかやま保育園）　☞ 25 頁 子育て支援センター ☎ 242-2660

29 水 結核検診（9 時～ 15 時　保健福祉総合センター） 健康福祉課保健予防係 ☎ 242-1202

30 木 結核検診（9 時～ 15 時　保健福祉総合センター）
6 月分　税・料金等納期限・口座振替日　☞ 25 頁

健康福祉課保健予防係
住民税務課税務係

☎ 242-1202
☎ 214-9244

６ 月 の 行 事 カ レ ン ダ ー６ 月 の 行 事 カ レ ン ダ ー

●６月の予定



25 2022.5 .15 広報

広報たかやまを
スマートフォン等へ配信！

村政に関する情報を
配信中！

高山村公式
ホームページ

高山村公式
フェイスブック
いいね！、フォロー
お願いします！

●６月の予定

須高広域シルバー人材センター入会説明会　◆須高広域シルバー人材センター　☎ 246-2003
期　日 時　間 場　　　　　　所

6 月 15 日 ㈬ 午後 1:30 ～ 3:00 保健福祉総合センター内 須高広域シルバー人材センター高山事務所

健康相談　◆健康福祉課保健予防係　☎ 242-1202
期　日 会　場 開設時間 相談員 備　　　　　　考

6 月 1 日 ㈬
6 月 8 日 ㈬
6 月 15 日 ㈬
6 月 22 日 ㈬

保健福祉
総合センター

午前 9:00
～正午

保健師

栄養士

＊健康上の心配事・悩み事のある方、乳幼児の体重測定・
育児相談など健康管理全般について知りたい方はお出
かけください。

＊電話での相談も随時受け付けています。
＊在宅介護関係については、地域包括支援センター（☎

242-1203）にご相談ください。

６月の納税等の納期限・口座振替日　◆住民税務課税務係　☎ 214-9244
月 納期限・口座振替日 税　目　等 期　別 税　目　等 期　別

6 月分 6 月 30 日 ㈭
村県民税 １期分 保育料・児童クラブ利用料 ６月分

水道料金 ２期分 学校給食費 ６月分

子育て支援センター　◆子育て支援センター　☎ 242-2660
イベント名 期　日 時　　間 会　　場 内　　　容

保育園開放日 6 月 28 日 ㈫ 午前 10:00 ～正午 たかやま保育園 保育園であそぼう

子育てセミナー 6 月 10 日 ㈮ 午前 10:45 ～正午 保健福祉総合センター
ふれあいホール えほんとおともだちになろう

※セミナーへの参加は事前に申し込みが必要です。子育て支援センターまでお問い合わせください。

乳幼児健康診査　◆健康福祉課保健予防係　☎ 242-1202

対　　象　　児 期　日 会　場 受付時間 持　ち　物

10 ～11か月児 令和 3 年
6 月 7 日 ～ 8 月 1 日生まれ

6 月 1 日 ㈬ 保健福祉
総合センター

午後 1:00
　～ 1:20

母子手帳
乳児の歯ブラシ
バスタオル
おたずね票

7～8か月児 令和 3 年
9 月 7 日 ～ 11 月 1 日生まれ

母子手帳
バスタオル
おたずね票

3～4か月児 令和 4 年
1 月 7 日 ～ 3 月 1 日生まれ

母子手帳
保護者の歯ブラシ
バスタオル
おたずね票
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村の人口
令和４年５月１日

現在の住民基本台帳人口
（前月との比較）

4
月
１
日
か
ら

　
4
月
30
日
ま
で
の
届
出
か
ら
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たかやま保育園

こんにちは　あかちゃん
第176回

◆健康福祉課保健予防係　◆健康福祉課保健予防係　☎☎ 242-1202242-1202

山
﨑
　
光
雄
　
さ
ん
　
96
歳
　
な
か
ひ
ら

田
尻
　
勇
二
　
さ
ん
　
68
歳
　
桝
　
形

宮
前
き
よ
美
　
さ
ん
　
98
歳
　
久
　
保

涌
井
　
清
久
　
さ
ん
　
83
歳
　
駒
　
場

湯
本
　
和
正
　
さ
ん
　
80
歳
　
黒
　
部

勝
山
　
　
光
　
さ
ん
　
93
歳
　
久
　
保

　

４
月
24
日
㈰
、
信
州
高
山
桜
め

ぐ
り
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
３
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、
信
州
高
山

村
古
道
復
活
み
ち
お
し
え
の
会
の

ガ
イ
ド
に
よ
り
、
高
山
村
五
大
桜

の
う
ち
、
黒
部
の
エ
ド
ヒ
ガ
ン
桜
、

水
中
の
し
だ
れ
桜
、
赤
和
観
音
の

し
だ
れ
桜
を
巡
り
ま
し
た
。

　

ち
ょ
う
ど
満
開
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
参
加

者
の
方
々
は
、
思
い
思
い
に
撮
影

し
た
り
、
ガ
イ
ド
の
方
の
話
に
聴

き
入
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

桜
め
ぐ
り
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

表
紙
の
紹
介

お
く
や
み

す
こ
や
か
に

渡
部
　
　
杏
あ
ん
ず

　
ち
ゃ
ん
　
山
田
牧
場

 （
父 

正
人
さ
ん  
母 
優
美
さ
ん
）

德
嵩
　
樹い
つ
き季

　
ち
ゃ
ん
　
緑
ケ
丘

 （
父 

秀
一
さ
ん  

母 

千
明
さ
ん
）

世帯数（＋ 11）   2,469 戸
人　口（＋ 8）   6,686 人
　男  　（＋ 7）   3,322 人
　女  　（＋ 1）   3,364 人

　暖かい風が吹く中、子どもたちは全
身を使って、戸外あそびを楽しんでい
ます。「ねぇ、桜の花いいにおいする
んだよ」「本当に？」そう言って園庭
の花のにおいをかぐ子ども達。「にお
いしないじゃん！」「うわっ！くさー
い！」「本当だ！花のにおいする」感
じ方は、みんなそれぞれ。五感を使っ
て、実際に体験して感じることはとっても素敵なことですよね。
またある日、「チューリップ大きくなってるよ！みてー」と知
らせに来てくれたAちゃん。「ほら、ここ赤いから赤いチュー
リップだと思う！」「えっ！こっちも赤いよ」「こっちもだ！」

たくさん出てきた小さなチューリッ
プ、なんと先端が全部赤だったんです
よ。すごい発見 !! でもね、いろいろな
色のチューリップを植えたのよ。きっ
と近々、またステキな発見があるよね。
　子どもたちの小さな発見から、ワク
ワクの楽しみが広がっていきます。こ
れからも五感を使っていろんなことを
感じていこうね。

山
口
　
達
也
　
さ
ん
　
　
紫

河
井
　
鈴
菜
　
さ
ん
　
長
野
市

（
柳
沢
　
大
樹
　
さ
ん
　
　
紫

平
林
　
亜
紀
　
さ
ん
　
な
か
ひ
ら

（
山
下
　
大
河
　
さ
ん
　
赤
　
和

牧
　
　
千
尋
　
さ
ん
　
な
か
ひ
ら

（

お
し
あ
わ
せ
に

ステキな発見がい～っぱい !!

チャオル健康管理セン
ターで３か月健診を受診
された元気なあかちゃん
を紹介しています。
今回は、４月の健診を受
診された赤ちゃんです！

久保田 莉
り せ

世 ちゃん
（二ツ石）

N
ご

GO K
か ん

HANG N
に ゃ ん

HAN ちゃん
（松　南）

鈴木 　結
ゆ さ と

惺 ちゃん
（　紫　）


